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「大空に世界の平和を願う灯台」
矢部　あめり　さん

東京都東大和市立第一小学校　 6年

評： 灯台の壮大感と存在感と海の風を
感じさせる。

「灯台絵
画コンテスト2021」入賞作品

●海上保安庁長官賞

●国土交通大臣賞
（表紙）「みんなで行った　たねがしまとうだい」

山口　優那　さん
鹿児島県中種子町立油久小学校　 3年

評： 圧倒的な描写力、描画技術が確立されて独自の世界観
を築いている。灯台を引き立ててくれると更に◎。



評
：�

他
を
圧
す
る
存
在
感
と
色
使
い
、
筆

使
い
が
す
ご
く
、
灯
台
の
孤
高
感
を

出
し
て
い
る
。

●
燈
光
会
会
長
賞

●
金
　
賞
（
中
学
生
の
部
）

「
雲
の
灯
台
」

　
　
　
　
吉
原
　
諒
汰
朗
　
さ
ん

　
　
　
鹿
児
島
県
姶
良
市
立
帖
佐
中
学
校 

3
年

「
夕
日
に
照
ら
さ
れ
る
地
球
岬
」

　
　
　
　
本
田
　
昊
太
朗
　
さ
ん

　 

大
阪
府
大
阪
市
立
東
我
孫
子
中
学
校 

3
年



●
金
　
賞
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

●
金
　
賞
（
小
学
生
低
学
年
の
部
）

「
夏
の
灯
台
」

　
　
　
　
二
宮
　
慎
　
さ
ん

　
　
　
愛
媛
県
八
幡
浜
市
立
神
山
小
学
校 

6
年

「
福
島
県
　
塩
屋
埼
灯
台
」

　
　
　
　
赤
木
　
瑞
　
さ
ん

　
　
兵
庫
県
西
宮
市
立
甲
子
園
浜
小
学
校 

2
年



●銅　賞

小学生低学年の部

「家族で行った豆酘埼灯台」
渡海　凪　さん

長崎県対馬市立厳原小学校 3 年

「灯台」
大場　柑太　さん

福島県いわき市立豊間小学校 3 年

「いつも見守ってくれてる蒲生田岬灯台」
青木　勇麻　さん

徳島県徳島市立国府小学校 3 年

●銀　賞 ●銀　賞



小学生低学年の部

「朝と夜の灯台」
重松　杏理　さん

福岡県福岡市立春吉小学校 3 年

「おうしまのかしのざきとうだい」
南　日和　さん

和歌山県日高町立内原小学校 1 年

「鳥も集まれ！出雲ひのみさき灯台」
小田　葉喜　さん

福岡県福岡市立那珂南小学校 3 年

「近くで見ると大きいな！灯台」
平井　健喜　さん

愛知県名古屋市立東桜小学校 3 年

●銅　賞

●銅　賞

●銅　賞

●銅　賞



●銅　賞

小学生高学年の部

「カモメが舞う」
浅野　心音　さん

愛知県名古屋市立西山小学校 5 年

「今も輝く旧堺燈台」
湊﨑　太一　さん

大阪府吹田市立吹田東小学校 5 年

「錦江湾の赤い灯台」
野崎　健太　さん

鹿児島県霧島市立天降川小学校 5 年

●銀　賞 ●銀　賞



小学生高学年の部

「寒雨に負けぬ赤灯台」
瀧田　安雛　さん

愛媛県新居浜市立大生院小学校 4 年

●銅　賞

「鞆の浦の燈台」
宮野　亜実　さん

岡山県津山市立秀実小学校 6 年

●銅　賞

●銅　賞

「カモメを見守る灯台」
中村　菫　さん

山形県庄内町立余目第二小学校 6 年

●銅　賞

「未来へ受け継ぐ～重要文化財　部埼灯台～」
原口　怜久　さん

長崎県大村市立竹松小学校 6 年



●銅　賞

中学生の部

「島を守る」
西島　一樹　さん

北海道利尻富士町立鴛泊中学校 2 年

「師走の博多湾」
城戸　茜音　さん

福岡県福岡市立照葉小中学校 1 年

●銀　賞

「夕暮れの灯台」
太幡　縁　さん

愛知県名古屋市立桜山中学校 3 年

●銀　賞



中学生の部

「薫風（くんぷう）」
西野　若葉　さん

長崎県佐世保市立日宇中学校  3 年

「大間埼灯台」
髙田　莉羅　さん

青森県むつ市立田名部中学校  2 年

「伊王島灯台と夕日」
酒井　玲颯　さん

長崎県長崎市立琴海中学校  2 年

「そびえ立つ灯台」
森山　楓太　さん

鹿児島県姶良市立帖佐中学校  1 年

●銅　賞

●銅　賞

●銅　賞

●銅　賞
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湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
の
機
能
再
編
を
図
る
な
ど
の
、
走
錨

事
故
防
止
対
策
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

２
．
航
路
標
識
の
適
切
な
維
持
管
理

　

船
舶
交
通
の
安
全
を
確
保
し
、
運
航
能
率
の
増
進
を
図
る

た
め
、
灯
浮
標
や
空
中
線
回
転
機
構
部
の
定
期
交
換
な
ど
、

適
切
な
維
持
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

航
路
標
識
等
の
的
確
な
機
能
維
持
・
更
新

　
　

・�

法
令
に
基
づ
き
、
機
器
等
の
必
要
な
整
備
を
実
施
し
ま

す
。

　
　

・�

灯
浮
標
等
の
標
体
及
び
資
機
材
の
定
期
整
備
を
実
施
し

ま
す
。

　
　

・�

船
舶
通
航
信
号
所
の
空
中
線
回
転
機
構
部
の
定
期
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

Ⅰ
．
令
和
３
年
度
船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
概
算

要
求
の
概
要

　

船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
概
算
要
求
の
基
本
方
針

　

令
和
３
年
度
船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
に
お
け
る
航

路
標
識
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
般
の
厳
し
い
予
算
事
情
を
考

慮
し
、「
第
４
次
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」（
平
成
３０
年
４
月
20
日 

交
通
政
策
審
議
会
答
申
）及
び「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」（
平

成
３０
年
12
月
14
日 

閣
議
決
定
）
を
踏
ま
え
た
施
策
、
並
び

に
次
期
成
長
戦
略
等
を
見
据
え
た
施
策
等
、
真
に
必
要
な
事

業
に
重
点
化
す
る
も
の
と
し
て
、概
算
要
求
を
行
い
ま
し
た
。

Ⅱ
．
令
和
３
年
度
航
路
標
識
整
備

１
．
走
錨
事
故
防
止
対
策
の
推
進

　

平
成
３０
年
９
月
の
関
西
国
際
空
港
連
絡
橋
へ
の
タ
ン
カ
ー

衝
突
事
故
を
受
け
、
海
域
監
視
体
制
の
強
化
の
た
め
、
大
阪

令
和
３
年
度
航
路
標
識
整
備
の
概
要
に
つ
い
て

�

海
上
保
安
庁
交
通
部
企
画
課
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別
措
置
法
に
基
づ
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事

態
宣
言
な
ど
も
発
令
さ
れ
、
他
人
に
感
染
さ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
取
組
み
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
及
び
ウ
ェ
ブ
会
議
の
活
用
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
航
路
標
識
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
場
で
の

工
事
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
勤
務
の
抑
制
等
に
よ
る
遅
延

等
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
船
舶
の
運
航
に

必
要
不
可
欠
な
航
路
標
識
が
故
障
し
、
使
用
不
可
能
と
な
る
よ

う
な
事
態
の
発
生
を
避
け
る
よ
う
、
着
実
に
航
路
標
識
整
備
事

業
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３
．
航
路
標
識
等
の
維
持
管
理

　

航
路
標
識
等
の
維
持
管
理
を
す
る
た
め
、諸
資
材
の
購
入
、

測
定
器
の
運
搬
、
保
守
業
務
の
民
間
委
託
等
を
行
い
ま
す
。

Ⅲ
．
防
災
・
減
災
、国
土
強
靱
化（
別
紙
１
か
ら
６
参
照
）

　

令
和
２
年
度
ま
で
、「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め

の
３
か
年
緊
急
対
策
」（
平
成
30
年
12
月
14
日 

閣
議
決
定
）
の

取
組
が
実
施
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
各
課
題
へ
の
備
え

は
未
だ
十
分
で
は
無
い
と
し
て
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
が
令
和
２
年
12
月
11
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
、
更
な
る
海
上
交
通
の
安
全
確
保
を
図
る
べ
く
、

「
走
錨
事
故
等
防
止
対
策
」、「
航
路
標
識
の
耐
災
害
性
強
化
対

策
」、「
航
路
標
識
の
老
朽
化
等
対
策
」
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
初
年
度
と
し
て
令
和
２
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
措
置

さ
れ
、
令
和
３
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
の
５
か
年
で
、
取
組
の

加
速
化
・
深
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

Ⅳ
．
お
わ
り
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
な
か
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
進
ん
で
は
い
ま
す
が
、
日
々
の
感
染
者
数
は
高
止
ま

り
の
状
態
が
続
い
て
お
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
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災
害
級
の
国
難
と
も
い
え
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
全
国
の
集

客
イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み
中
止
・
自
粛
さ
れ
る
中
、
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
、
安
全
第
一
で
あ
る
船
舶
交
通
の
象
徴
で
あ
り
要
と

な
る
「
灯
台
」
を
国
民
に
広
く
周
知
・
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
交
通
課
職
員
と
し
て
の
誇
り
を
か
け
て
、
昨
年
度
は
中
止

と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
向
け
、
熱
く
執
念
を
燃
や
し
た

秋
田
海
上
保
安
部
交
通
課
職
員
の
奮
闘
を
記
し
た
物
語
で
す
。

1
　
２
０
２
１
年
6
月
中
旬

　

秋
田
保
安
部
で
は
、
地
域
を
活
か
す
海
上
交
通
の
推
進
策
の

一
つ
で
あ
る
「
灯
台
観
光
振
興
支
援
」
を
積
極
的
に
促
進
す
る

た
め
、
登
れ
る
灯
台
の
一
つ
で
あ
る
入
道
埼
灯
台
を
メ
イ
ン
と

し
て
、県
内
外
か
ら
の
集
客
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

２
０
１
６
年
8
月
に
初
め
て
「
灯
台
祭
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
灯
台
の
敷
地
内
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
う
み
ま
る
の

着
ぐ
る
み
や
当
庁
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布
す
る

小
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
、
国
は
も
ち
ろ
ん
自
治
体
か
ら
の
県
内
外
移
動
の
制
限
や
集

客
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
中
止
の
要
請
、
本
庁
か
ら
は
海
保
主
催
の

不
特
定
多
数
の
人
を
集
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
延
期
ま
た
は
中
止
と

の
方
針
を
受
け
て
、
歴
史
あ
る
灯
台
、
地
域
と
共
に
歩
み
続
け

る
灯
台
の
魅
力
や
必
要
性
を
伝
え
る
べ
く
奮
闘
す
る
全
国
交
通

課
職
員
の
皆
様
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

秋
田
管
内
に
置
き
ま
し
て
も
、
世
界
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ

世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
来
訪
神
行
事
で
あ
る「
な
ま
は
げ
」

と
、
男
鹿
国
定
公
園
内
に
立
地
し
、
秋
田
県
屈
指
の
観
光
地
で

あ
る
風
光
明
媚
な
男
鹿
半
島
先
端
に
位
置
す
る
歴
史
的
か
つ
文

化
的
建
築
物
で
あ
る
入
道
埼
灯
台
を
融
合
し
た
「
灯
台
祭
り
」

を
例
年
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
先
に
触
れ
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
拡
大
（
9
月
上
旬
現
在
）
に
よ
り
、
昨
年
に
引
き

続
き
集
客
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
困
難
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
お
話
す
る
物
語
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
入
道
埼
灯
台
イ
ベ
ン
ト
実
施
奮
闘
記

～
今
年
は
『
２
０
２
１
灯
台
祭
り
』
が
出
来
る
か
？
否
か
？
～

�

秋
田
海
上
保
安
部
交
通
課
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面
的
な
協
力
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
、
毎
回
、
1
日
あ
た
り
１

０
０
０
人
を
超
え
る
集
客
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
止
む
無
く
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
何
と
し
て
も
開
催
す
べ
く
、
6

月
吉
日
、
地
元
男
鹿
市
に
今
年
の
「
灯
台
祭
り
」
の
内
容
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
男
鹿
市
か
ら
も
当
課
か
ら

の
意
を
汲
ん
で
い
た
だ
き
、
三
密
を
避
け
つ
つ
、
地
元
の
ア
マ

チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
参
加
す
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
同

市
観
光
課
長
自
ら
が
な
ま
は
げ
衣
装
を
着
て
出
演
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、
男
鹿
市
職
員
の
参
加
に
つ
い
て
全
面
的
に
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

2
　
２
０
２
１
年
7
月
下
旬

　

今
年
の
灯
台
祭
り
の
開
催
日
は
、
9
月
の
所
謂
シ
ル
バ
ー
ウ

イ
ー
ク
期
間
中
で
あ
る
9
月
18
日（
土
）と
し
て
、
早
速
、
今
年

の
灯
台
祭
り
の
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
に
入
り
ま
し
た
。

　

広
く
周
知
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
灯
台
祭
り
用
の
ポ
ス
タ
ー

制
作
に
つ
い
て
は
、
広
告
会
社
に
行
く
は
ず
が
間
違
え
て
入
庁

し
た
と
噂
さ
れ
る
程
の
デ
ザ
イ
ン
の
セ
ン
ス
を
持
ち
、
何
れ
は

二
管
区
交
通
部
を
背
負
っ
て
立
ち
、
当
庁
交
通
部
の
エ
ー
ス
間

違
い
な
し
と
称
さ
れ
る
Ｉ
航
行
安
全
対
策
官
と
技
術
力
に
定
評

の
あ
る
二
管
区
海
洋
情
報
部
担
当
職
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ

　

回
を
重
ね
る
毎

に
、
男
鹿
の
郷
土

芸
能
で
あ
る
「
な

ま
は
げ
太
鼓
」
や

男
鹿
水
族
館
Ｇ
Ａ

Ｏ
の
出
張
水
族
館

な
ど
、
イ
ベ
ン
ト

の
内
容
を
充
実
化

し
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
地
元
の
皆
様

方
に
浸
透
し
、
結

果
、
男
鹿
市
の
全

一昨年の「灯台祭り」の状況

勇壮な郷土芸能「なまはげ太鼓」
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方
、
テ
レ
ビ
で
は
日
を
追
う
ご
と
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
が

大
都
市
を
始
め
地
方
都
市
で
も
激
増
中
で
あ
る
こ
と
を
報
道

し
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て
い
る
6
特
定
都
道
府
県
の

ほ
か
重
点
措
置
を
実
施
す
べ
き
区
域
で
あ
る
地
域
が
北
海
道
を

始
め
13
道
府
県
と
増
加
し
ま
し
た
が
、
幸
い
と
言
っ
て
い
い
の

か
ど
う
か
、
秋
田
県
で
は
、
毎
日
夕
刻
に
発
表
さ
れ
る
県
内
の

感
染
者
数
は
全
国
で
も
最
下
位
を
維
持
し
て
い
ま
し
た
が
、
秋

田
県
を
除
く
東
北
5
県
の
感
染
者
数
は
宮
城
県
、
福
島
県
、
青

森
県
な
ど
増
加
の
一
途
で
し
た
。

　

こ
こ
に
来
て
、
開
催
期
日
を
勘
案
し
て
、
予
定
通
り
開
催
す

る
の
か
否
か
を
決
定
す
る
重
大
な
局
面
に
当
た
り
、連
日
連
夜
、

り
、
す
ば
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
、
内
容
に
仕
上
が
り
ま
し
た
（
自

画
自
賛
）。
ま
た
、
男
鹿
市
に
は
9
月
分
の
広
報
誌
へ
の
掲
載

依
頼
の
た
め
、
観
光
課
担
当
者
に
掲
載
文
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

余
談
で
す
が
、
ご
存
じ
の
方
も
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
入

道
埼
灯
台
は
国
有
財
産
で
あ
り
当
庁
の
管
理
地
で
あ
り
ま
す

が
、
男
鹿
国
定
公
園
内
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
景
観
や

風
致
の
保
護
上
、
設
置
構
造
物
に
つ
い
て
は
厳
し
い
条
件
が
付

さ
れ
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た
め
灯
台
の
敷
地
内
に
テ
ン

ト
を
設
置
す
る
場
合
で
も
、
秋
田
県
知
事
に
対
し
て
工
作
物
の

建
築
の
協
議
（
申
請
）
を
行
い
回
答
（
許
可
）
を
い
た
だ
く
必

要
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
速
、
秋
田
県
の
担
当
課
あ
て
連
絡

す
る
と
「
今
年
も
開
催
す
る
の
で
す
ね
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り

ま
す
が
、
男
鹿
市
を
始
め
秋
田
県
の
た
め
で
も
あ
る
こ
と
か
ら

応
援
し
て
い
ま
す
」
と
の
あ
り
が
た
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

先
人
が
築
い
た
関
係
機
関
と
の
信
頼
の
重
さ
を
感
じ
た
次
第
で

す
（
初
期
の
開
催
は
本
当
に
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
推
察
し
ま

す
）。

3
　
２
０
２
１
年
8
月
上
旬

　

二
本
部
海
洋
情
報
部
に
お
願
い
し
て
い
た
今
年
の
ポ
ス
タ
ー

が
届
き
、
交
通
課
職
員
一
同
そ
の
出
来
栄
え
に
感
嘆
し
、
早
速
、

男
鹿
市
ほ
か
観
光
協
会
等
に
配
布
す
べ
く
日
程
を
調
整
す
る
一

幻となった今年のポスター…
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合
し
た
素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
男
鹿
市
に
も
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
「
な
ま
は
げ
」

の
入
っ
た
デ
ザ
イ
ン
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
協
力
を
依
頼

し
、
デ
サ
イ
ン
の
使
用
に
つ
い
て
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
是
非
使

っ
て
下
さ
い
、
と
の
快
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

世
界
文
化
遺
産
に
認
め
ら
れ
た
「
な
ま
は
げ
」
の
参
加
は
、

こ
れ
以
上
の
援
軍
は
あ
り
ま
せ
ん
（
缶
バ
ッ
ジ
、
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
で
は
あ
り
ま
す
が
）。

　

こ
れ
も
や
は
り
、
在
籍
し
て
い
た
交
通
課
職
員
の
努
力
と
積

み
重
ね
た
信
頼
の
構
築
の
賜
物
で
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

5
　
２
０
２
１
年
9
月
上
旬

　

缶
バ
ッ
ジ
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
専
用

の
機
械
と
数
々
の
パ
ー
ツ
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
保
安
協
会
宮

城
支
部
の
ご
協
力
を
得
て
、
機
械
と
部
品
を
早
急
に
送
付
し
て

い
た
だ
き
、
作
成
す
る
際
は
、
交
通
業
務
に
精
通
し
、
仕
事
と

遊
び
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
何
処
に

も
行
け
な
い
Ｔ
交
通
次
長
の
ア
イ
デ
ア
が
盛
り
込
ま
れ
た
デ
ザ

イ
ン
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
缶
バ
ッ
ジ
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

の
製
造
経
験
者
で
あ
る
Ｏ
交
通
課
長
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、

勤
務
時
間
内
外
の
業
務
の
合
間
に
課
内
設
置
の
テ
ー
ブ
ル
上
で

「
入
道
埼
灯
台
初
点
灯
１
２
３
周
年
記
念
缶
バ
ッ
ジ
、
キ
ー
ホ

交
通
課
内
で
は
検
討
会
を
開
催
し
、小
規
模
で
も
開
催
す
べ
き
、

否
、
灯
台
祭
り
に
参
加
し
て
感
染
者
が
発
生
し
た
ら
ど
う
す
る

の
か
、
侃
々
諤
々
、
朝
ま
で
？
激
論
が
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
者
が
増
加
し
て
い
る
中
の
開
催
は
、
本
来
の
灯
台
祭
り
開
催

の
趣
旨
に
反
す
る
の
で
は
、
と
の
意
見
に
ま
と
ま
り
、
最
後
は

熟
考
し
て
い
た
Ｏ
交
通
課
長
の
英
断
に
よ
り
、
泣
く
泣
く
中
止

と
な
り
ま
し
た
（
こ
の
時
は
、
本
当
に
職
員
一
同
落
胆
し
ま
し

た
）。

4
　
２
０
２
１
年
8
月
下
旬

　

今
年
の
灯
台
祭
り
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
終
わ

ら
な
い
の
が
秋
田
保
安
部
交
通
課
で
す
。
何
処
か
で
聞
い
た
フ

レ
ー
ズ
で
は
あ
り
ま
す
が
「
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
だ
ま
ま
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
る
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
集
客
の
心
配
を
し
な
い

で
入
道
埼
灯
台
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
か
と
試
行
錯
誤
し
た
結

果
交
通
課
き
っ
て
の
ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
あ
る
Ｉ
航
行
安
全
対
策

官
が
、秋
田
保
安
部
交
通
課
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
で
あ
る「
あ

き
助
」
の
缶
バ
ッ
ジ
を
テ
ー
ブ
ル
上
に
提
示
し
、『
今
年
は
ち

ょ
う
ど
「
初
点
灯
１
２
３
周
年
」
だ
か
ら
限
定
で
１
２
３
個
作

成
し
、
参
観
者
に
無
料
で
配
り
ま
し
ょ
う
、
希
少
価
値
も
上
が

り
、
直
ぐ
無
く
な
り
ま
す
よ
』
と
提
案
す
る
と
と
も
に
、
目
に

も
止
ま
ら
ぬ
速
さ
で
「
１
２
３
」
の
数
字
と
入
道
埼
灯
台
が
融
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に
返
却
し
、新
た
に
保
安
協
会
秋
田
支
部
に
お
い
て
缶
バ
ッ
ジ
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
製
造
機
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
憂
い
な
く
缶

バ
ッ
ジ
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
制
作
に
専
念
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
（
こ
れ
が
本
業
と
な
る
の
か
？
）。

　

こ
れ
で
、
製
造
機
械
の
返
却
を
心
配
す
る
こ
と
は
無
く
な
り

ま
し
た
。

6
　
２
０
２
１
年
9
月
18
日

　

つ
い
に
秋
田
海
上
保
安
部
交
通
課
が
誇
る
「
入
道
埼
灯
台
初

点
灯
１
２
３
周
年
記
念
缶
バ
ッ
ジ
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

次
は
、
如
何
に
し
て
こ
れ
を
参
観
者
に
配
布
す
る
の
か
、
の

問
題
に
直
面
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
参
観
者
に
面
前
で

手
渡
し
す
る
の
は
如
何
な
も
の
か
？
こ
こ
で
、
ま
た
ま
た
当
課

き
っ
て
の
ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
あ
る
Ｉ
航
行
安
全
対
策
官
が
、
休

養
日
に
出
勤
し
て
来
て
、
手
提
げ
袋
か
ら
何
や
ら
小
さ
い
フ
ッ

ク
が
取
り
付
け
ら
れ
た
コ
ル
ク
ボ
ー
ド
を
取
り
出
し
、
缶
バ
ッ

ジ
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
一
個
一
個
付
け
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
入
道
埼
灯
台
資
料
館
の
前
に
、
こ
の
缶
バ
ッ
ジ
と
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
が
取
り
付
け
ら
れ
た
コ
ル
ク
ボ
ー
ド
を
立
て
掛

け
、
無
人
で
は
あ
り
ま
す
が
参
観
者
に
ご
自
由
に
好
き
な
デ
ザ

イ
ン
を
参
観
記
念
に
取
っ
て
い
た
だ
く
方
法
に
し
、
無
く
な
っ

ル
ダ
ー
」
の
作
成
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

作
成
時
、「
ガ
チ
ャ
ン
、

ガ
チ
ャ
ン
」
と
庁
舎
内
の
廊

下
の
外
ま
で
騒
音
を
ま
き
散

ら
し
、
訪
れ
る
警
備
救
難
課

や
管
理
課
、
船
艇
の
職
員
は

「
ま
た
交
通
課
職
員
が
遊
ん

で
い
る
」
と
思
っ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
交
通
課
職
員
は

「
遊
ん
で
い
る
と
思
う
な
よ

な
、
地
味
だ
け
ど
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
海
上
保
安
庁
の
重
要

な
業
務
で
あ
る
海
上
交
通
行
政
を
多
く
の
国
民
に
灯
台
の
魅
力

を
発
信
す
る
た
め
に
缶
バ
ッ
ジ
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
成
し
て

い
る
ん
だ
」
と
顔
で
笑
い
心
で
泣
い
て
、無
心
に
「
ガ
チ
ャ
ン
、

ガ
チ
ャ
ン
」
と
缶
バ
ッ
ジ
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
作
成
に
専
念
し

た
次
第
で
す
。

　

後
日
談
と
し
て
、
保
安
協
会
宮
城
支
部
か
ら
貸
し
て
い
た
だ

い
た
機
械
と
部
品
に
つ
い
て
は
、
部
品
は
全
て
試
作
と
本
制
作

で
消
費
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
機
械
を
宮
城
支
部
に
丁
寧

苦心の末完成した缶バッジとキーホルダー
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っ
た
新
た
な
参
観
者
が
缶
バ
ッ
ジ
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
目
当
て

に
多
数
訪
れ
、
9
月
18
日
に
は
す
べ
て
無
く
な
っ
て
し
ま
い
、

入
手
で
き
な
か
っ
た
参
観
者
か
ら
苦
情
が
あ
っ
た
と
、
燈
光
会

入
道
埼
支
所
の
職
員
か
ら
お
叱
り
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、急
遽
、

交
通
課
職
員
が
寝
る
の
も
忘
れ
て
缶
バ
ッ
ジ
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
増
産
し
、
入
道
埼
灯
台
資
料
館
に
届
け
た
の
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
、
燈
光
会
入
道
埼
支
所
の
職
員
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
か
け
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

7
　
あ
と
が
き

　

今
回
の
、
入
道
埼
灯
台
初
点
灯
１
２
３
周
年
記
念
缶
バ
ッ
ジ

と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
つ
い
て
は
、
地
元
自
治
体
の
男
鹿
市
に
お

い
て
も
様
々
な
機
会
に
周
知
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
れ

を
嗅
ぎ
付
け
た
？
秋
田
県
屈
指
の
タ
ウ
ン
情
報
誌「
あ
っ
ぷ
る
」

担
当
者
か
ら
の
直
接
の
取
材
も
あ
り
、
情
報
誌
の
11
月
号
に
カ

ラ
ー
刷
り
で
掲
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
ま
す
ま
す
、

初
点
灯
１
２
３
周
年
記
念
缶
バ
ッ
ジ
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
周
知

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

最
初
に
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
い
ま
ま
で

誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
象
に
対
し
て
、
国
民
全
員
が

先
行
き
不
透
明
な
不
安
感
の
中
、
全
国
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

た
分
は
燈
光
会
入
道
埼
支
所
の
職
員
の
方
に
補
充
を
お
願
い
し

ま
し
た
（
配
付
数
は
当
初
は
周
年
と
同
じ
１
２
３
個
と
し
ま
し

た
が
、
少
し
余
分
に
作
成
し
、
１
３
５
個
作
成
し
て
い
ま
す
）。

配
付
初
日
と
し
て
い
た
9
月
18
日
は
台
風
14
号
が
東
北
地
方
に

接
近
す
る
こ
と
か
ら
、
管
内
各
港
湾
に
お
け
る
避
難
勧
告
の
発

出
な
ど
の
業
務
を
予
想
し
つ
つ
、
天
気
も
悪
い
の
で
参
観
者
は

少
な
い
だ
ろ
う
と
安
易
な
考
え
の
も
と
、
9
月
15
日
に
当
課
職

員
が
入
道
埼
灯
台
に
赴
き
缶
バ
ッ
ジ
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
コ
ル

ク
ボ
ー
ド
に
セ
ッ
ト
し
ま
し
た
が
、
予
想
は
外
れ
、
台
風
は
逸

れ
て
台
風
一
過
、
素
晴
ら
し
い
晴
天
と
な
り
、
予
想
外
に
参
観

者
が
訪
れ
た
ほ
か
、
当
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
１
２
３
周

年
記
念
缶
バ
ッ
ジ
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
9
月
18
日（
土
）に
配
布

し
ま
す
」
と
周
知
し
た
こ
と
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
知 資料館前の掲示状況
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ま
す
。

　

長
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
交
通
業
務
は
、
船
舶
交
通
の

安
全
確
保
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
と
連
携
し
、
地
域
の
貴

重
な
財
産
で
あ
る
灯
台
を
う
ま
く
活
か
し
つ
つ
、
海
上
交
通
行

政
の
推
進
を
図
る
た
め
地
元
自
治
体
と
協
力
し
て
行
く
こ
と
が

必
須
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
に
伝
統
あ
る
会
誌
「
燈
光
」
か
ら
掲
載
の

チ
ャ
ン
ス
が
舞
い
込
み
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
投
稿
い
た
し
ま

し
た
が
、
紙
面
が
足
り
ず
、
書
き
足
り
な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ

あ
り
ま
す
の
で
、ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら
投
稿
い
た
し
ま
す（
チ

ャ
ン
ス
は
多
分
も
う
無
い
で
し
ょ
う
が
…
）。

が
中
止
と
な
り
、
全
国
の
交
通
課
職
員
の
皆
様
方
も
今
年
予
定

し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
対
応
に
苦
慮
し
た
も
の
と
推
察
し

ま
す
。

　

秋
田
保
安
部
交
通
課
で
は
、
缶
バ
ッ
ジ
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

作
成
し
、
今
年
初
点
灯
か
ら
１
２
３
年
の
数
字
合
わ
せ
の
良
さ

（
1
：
ホ
ッ
プ 
2
：
ス
テ
ッ
プ 

3
：
ジ
ャ
ン
プ
）
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
記
念
缶
バ
ッ
ジ
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
成
配
付
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
何
と
い
っ
て
も
、
集
客
効
果
の
あ
る

イ
ベ
ン
ト
が
悉
く
中
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
次
は
何
が
で
き
る

か
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ど
の
よ
う
な
形
で
、
地
元
自
治
体
な
ど

の
関
係
先
と
協
力
し
て
安
全
な
海
上
交
通
の
要
と
し
て
の
灯
台

を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
活
用
で
き
る
か
に
苦
心
し
ま

し
た
が
、
こ
こ
は
常
日
頃
か
ら
の
職
員
同
士
の
意
思
疎
通
を
う

ま
く
活
用
し
「
出
来
な
い
、
で
は
な
く
何
が
出
来
る
か
」
を
真

摯
に
考
え
、
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
で
も
上
下
無
く
、
須
ら
く
課
内

で
検
討
し
、
実
施
に
向
け
前
進
す
る
こ
と
が
大
事
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
自
治
体
ほ
か
関
係
先
に
し
て
も
、打
ち
合
わ
せ
時「
こ

ち
ら
が
本
当
に
や
る
気
が
あ
る
の
か
？
否
か
？
」
の
姿
勢
は
、

瞬
時
に
見
破
ら
れ
ま
す
。
幸
い
、
秋
田
海
上
保
安
部
の
交
通
課

に
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
見
事
に
ク
リ
ア
し
た
優
秀
？
貴
重
？

稀
有
な
？
職
員
が
見
事
に
揃
っ
て
お
り
、
今
回
に
懲
り
ず
に
、

ま
た
何
か
企
ん
で
い
る
秋
田
交
通
課
職
員
も
見
え
隠
れ
し
て
い

掲示完成
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田
辺
海
上
保
安
部
管
内
に
は
潮
岬
灯
台
を
は
じ
め
と
す
る
、

歴
史
的
・
文
化
的
な
建
築
物
と
し
て
価
値
を
有
し
、
か
つ
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
灯
台
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
中
で
現
在
一
般
の
方
に
公
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
串
本

町
に
あ
る
潮
岬
灯
台（
燈
光
会
に
よ
る
参
観
灯
台
：
常
時
公
開
）

と
樫
野
埼
灯
台
（
こ
こ
１０
数
年
は
、
11
／
1
灯
台
記
念
日
周
辺

週
末
の
み
公
開
）
の
２
箇
所
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

か
ね
て
か
ら
交
通
課
の
中
で
は
、「
管
内
に
は
灯
台
が
数
多

く
あ
る
の
に
、
眠
ら
せ
て
お
く
な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
！
」
他

の
灯
台
に
つ
い
て
も
一
般
公
開
す
る
こ
と
で 

・�

地
域
に
根
差
し
た
航
路
標
識
業
務
の
推
進
や
海
上
交
通
安
全

思
想
の
普
及

・�

地
域
観
光
活
性
化
の
促
進

等
が
図
ら
れ
、
地
域
と
当
庁
が
満
面
笑
み
！

ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
関
係
と
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

し
た
。

　

し
か
し
、
交
通
課

の
人
数
は
限
ら
れ
て

お
り
、
マ
ン
パ
ワ
ー

が
足
り
な
い
…
と
悩

ん
で
い
た
時
、
Ｍ
次

長
か
ら
「
地
方
公
共

団
体
等
の
中
で
も
、

観
光
資
源
と
し
て
灯

台
を
使
い
た
い
と
こ

ろ
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
？
巡
回
に
あ
わ

せ
て
自
治
体
観
光
課

を
訪
ね
て
み
よ
う
」

と
の
お
言
葉
が
。

　

早
速
Ｍ
次
長
を
推

進
者
と
し
て
、
各
灯

台
付
近
の
地
方
公
共

紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
の
一
般
公
開
が
始
ま
り
ま
す

紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
の
一
般
公
開
が
始
ま
り
ま
す
‼‼

～
日
本
初

～
日
本
初
⁉⁉
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
初
め
て
事
業
承
認

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
初
め
て
事
業
承
認
‼‼
～～

�

田
辺
海
上
保
安
部

今回の主役：紀伊日ノ御埼灯台

いつもは、はるか遠くから彼
女（船舶）達に見られてるだ
けやのに…
今日は、こんな近いとこから、
大勢の人に見つめられてる…
めっちゃ緊張するやん…
� （^_^;）
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団
体
等
に
呼
び
か
け
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
美
し
い
景
観
を
楽

し
め
る
紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
を
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
生
か

せ
な
い
か
と
考
え
て
い
た
※
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

日
ノ
岬
・

ア
メ
リ
カ
村
と
思
い
が
一
致
。

　

灯
台
の
一
般
公
開
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
承
認
す
る
の
は
全
国
的

に
も
例
が
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
数
多
の
打
合
せ
や

書
類
の
や
り
取
り
を
得
て
、
紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
を
同
Ｎ
Ｐ
О

法
人
が
実
施
主
体
と
な
る
一
般
公
開
事
業
に
つ
い
て
承
認
す
る

こ
と
と
な
り
、
８
月
２６
日
紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
に
お
い
て
、
当

保
安
部
上
野
部
長
か
ら
Ｎ
Ｐ
О
法
人
小
薮
理
事
長
に
対
し
、
一

般
公
開
事
業
の
承
認
書
の
授
与
及
び
灯
台
の
カ
ギ
（
手
先
の
器

用
な
Ｎ
専
門
官
特
製
飾
り
結
び
の
リ
ボ
ン
付
き
）
の
貸
与
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

承
認
書
授
与
の
際
、
小
薮
理
事
長
か
ら
は
、「
貴
重
な
財
産

を
管
理
す
る
こ
と
に
責
任
を
感
じ
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
О
法
人
の
名

前
に
あ
る
日
ノ
岬
の
観
光
資
源
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
、
嬉
し

く
思
っ
て
い
る
。」
と
い
っ
た
発
言
も
あ
り
、
紀
伊
日
ノ
御
埼

灯
台
に
対
す
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
と
灯
台
を
通
じ
た
海
上

交
通
安
全
思
想
の
普
及
に
つ
い
て
の
関
心
の
高
さ
を
窺
い
知
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
９
月
１９
日
以

※
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

日
ノ
岬
・
ア
メ
リ
カ
村
と
は

　

日
ノ
岬
・
ア
メ
リ
カ
村
と
は
、
和
歌
山
県
日

高
郡
美
浜
町
に
お
い
て
活
動
す
る
団
体
。

　

明
治
期
に
地
元
か
ら
カ
ナ
ダ
へ
移
住
し
、
サ

ケ
漁
で
財
を
成
し
た
先
人
た
ち
が
、
美
浜
町
へ

帰
国
後
カ
ナ
ダ
の
暮
ら
し
や
文
化
を
根
付
か
せ

た
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
残
存
す

る
和
洋
折
衷
様
式
を
取
り
入
れ
た
帰
国
者
住
宅

を
公
開
展
示
し
、
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
る
。（
2
代
目
灯
台
レ
ン
ズ
も
展

示
公
開
中
。）

貸与した灯台の鍵
海自出身専門官お手製リ
ボン（菊結び）付き
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降
の
毎
月
第
3
日
曜
日

14
時
30
分
か
ら
17
時
30

分
ま
で
の
間
に
公
開
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

入
場
は
清
掃
、
安
全

管
理
の
た
め
寄
附
金
７

０
０
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
収
束
の
暁
に

は
ぜ
ひ
、
紀
伊
日
ノ
御

埼
灯
台
に
来
て
く
だ
さ

い
！＊�

エ
セ
航
海
科
の
Ｓ
航
行
安
全
係
（
灯
台
業
務
未
経
験
）

は
、
紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
一
般
公
開
と
聞
い
た
時
、「
瀬

戸
内
海
の
境
界
と
し
て
聞
い
た
こ
と
あ
る
な
～
」
ぐ
ら

い
の
認
識
し
か
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
。

　

早
速
、
上
司
か
ら
灯
台
に
関
す
る
再
教
育
を
施
さ
れ

た
の
ち
、
本
記
事
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。

承認書の授与

さっそく開錠！
内覧会‼

景色にうっとり

ＮＰＯ法人　日ノ岬・アメリカ村
小薮理事長
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マスコミも多数来場
関心の高さを感じました

参考です。
灯台のふもと
「カナダミュージアム」のご紹介

（抜粋）
　このレンズは、第二代目の灯台に使用されていたもので、光達距離は20海里（37
キロメートル）でした。
　第三代目の完成後、第五管区海上保安本部より地元に寄贈されました。
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１
　
は
じ
め
に

　

初
代
安
乗
埼
燈
台
は
、
旧
歴
の
明
治
４
年
９
月
１９
日
（
西
暦

１
８
７
１
年
１１
月
１
日
）
に
起
工
し
て
お
り
、起
工
日
か
ら
は
、

今
年
で
ち
ょ
う
ど
１
５
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

小
職
は
、
初
任
が
鳥
羽
航
路
標
識
事
務
所
で
あ
り
、
32
年
ぶ

り
に
鳥
羽
に
配
属
と
な
り
、
育
て
て
く
れ
た
伊
勢
志
摩
地
区
に

何
か
恩
返
し
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
当
部
に
配

属
早
々
に
思
い
付
い
た
の
は
、
交
通
担
当
次
長
室
に
展
示
さ
れ

て
い
る
初
代
安
乗
埼
燈
台
の
模
型
か
ら
構
造
が
簡
単
で
あ
る
の

で
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
化
を
実
現
さ
せ
、
航
路
標
識
業
務
思

想
の
普
及
に
役
立
て
ら
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

令
和
3
年
4
月
30
日
に
「
令
和
3
年
度
第
一
回
志
摩
市
灯
台

活
用
推
進
協
議
会
」
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
際
に
、
同
協
議
会
か
ら
本
年
度
の
活
動
に
お
い
て
、

「
イ
ベ
ン
ト
等
で
子
供
達
に
灯
台
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
作

成
さ
せ
て
あ
げ
た
い
。」と
の
意
見
が
あ
が
り
、回
答
と
し
て「
既

存
の
灯
台
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
拠
出
は
可
能
で
す
が
、
子
供

達
に
は
少
し
難
し
い
の
で
、
初
代
安
乗
埼
燈
台
は
形
状
が
簡
単

で
あ
り
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
化
し
て
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

く
。」
と
約
束
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。

２
　
安
乗
埼
灯
台
の
沿
革

　

安
乗
崎
は
江
戸
期
、
先
端
を
燈
明
山
と
呼
び
、
そ
の
基
部
を

日
和
山
と
称
し
て
い
ま
し
た
。旧
暦
の
明
治
４
年
９
月
１９
日（
西

暦
１
８
７
１
年
１１
月
１
日
）、
四
等
灯
台
と
し
て
着
工
さ
れ
る

と
と
も
に
、江
戸
期
の
燈
明
台
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

明
治
五
年
ま
で
は
、
旧
暦
記
載
で
す
の
で
西
暦
と
併
用
し
て
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
灯
台
は
八
角
木
造
で
三
丈
六
尺
（
10
・
9
メ
ー
ト
ル
）、

建
坪
約
３２
坪
（
１
０
８
平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
、
材
質
は
欅
（
け

や
き
）
を
使
っ
た
堅
固
な
も
の
で
し
た
。

　

阿
児
町
史
に
お
い
て
、「
工
事
監
督
は
イ
ギ
リ
ス
人
、
ブ
ラ

ン
ト
ン
が
あ
た
り
、
ほ
か
に
ウ
ォ
コ
ッ
プ
の
二
外
人
が
安
乗
に

赴
任
し
た
が
、突
然
に
外
国
人
が
来
村
し
た
の
で
村
民
は
驚
き
、

住
民
と
の
摩
擦
も
多
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。」
と
当
時

１
５
０

１
５
０
周
年
を
迎
え
た
初
代
安
乗
埼
燈
台
を
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
再
現

周
年
を
迎
え
た
初
代
安
乗
埼
燈
台
を
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
再
現

�

鳥
羽
海
上
保
安
部
次
長
　
藤
　
島
　
充
　
良
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写真－ １　初代安乗埼燈台の銘板

CADにて復元された図面

写真― ２（建設当時）

写真― 3（船の科学館提供）写真― 4写真― 5（船の科学館提供）

の
状
況
を
知
る
貴
重
な
記
載
が
あ
り

ま
し
た
。

　

光
源
は
石
油
灯
器
、
白
色
30
秒
1

閃
光
の
イ
ギ
リ
ス
製
チ
ャ
ン
ス
・
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
製
6
面
閃
光
レ
ン
ズ
を
使

用
し
、
転
轆
（
て
ん
ろ
く
）
式
回
転

装
置
を
備
え
４
０
０
０
燭
光
、
光
達

距
離
16
海
里
を
有
し
て
い
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
は
、
フ
レ
ネ

ル
式
の
多
面
レ
ン
ズ
を
使
用
し

た
回
転
灯
器
の
導
入
は
初
め
て

の
試
み
で
し
た
。

　

旧
暦
の
明
治
５
年
７
月
２９
日

（
西
暦
１
８
７
２
年
９
月
１
日
）

初
代
安
乗
埼
燈
台
は
、
仮
点
灯

（
写
真
―
１
、
仮
点
灯
日
が
銘

板
に
記
載
）
を
開
始
し
、
明
治
６
年
４
月
１
日
、
仮
灯
を
廃
止

し
、
回
転
灯
器
が
設
置
さ
れ
、
職
員
宿
舎
を
完
工
し
て
安
乗
埼

灯
台
が
完
成
し
ま
し
た
。（
写
真
―
２
）

３
　
初
代
安
乗
埼
燈
台
の
図
面
復
元

　

初
代
安
乗
埼
燈
台
の
基
礎
か
ら
灯
火
中
心
ま
で
の
高
さ
が
判

明
し
た
こ
と
か
ら
、
同
燈
台

の
写
真
か
ら
縮
尺
定
規
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
コ
ピ
ー
調

整
し
、
各
寸
法
を
計
測
し
Ｃ

Ａ
Ｄ
に
て
縮
尺
1
／
１
０
０

の
正
確
な
図
面
を
復
元
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
代

安
乗
埼
燈
台
は
、
流
浪
の
旅

を
行
っ
て
お
り
、
昭
和
24
年

頃
に
浜
離
宮
公
園
に
移
設
さ

れ
（
写
真
─
3
）、
昭
和
３０

年
頃
に
横
浜
（
旧
第
三
管
区

海
上
保
安
本
部
内
）
に
試
験
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　ペーパークラフト型紙

写真― 6

５
　
お
わ
り
に

　

本
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
は
、
鳥
羽
海
上
保
安
部
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
型
紙
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
印
刷
の
上
、
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
厚
さ
は
、
１
６
０
ｇ
／
平
方
メ
ー
ト

ル
程
度
が
作
成
し
や
す
い
で
す
。
本
件
は
、
令
和
3
年
8
月
2

日
に
中
日
新
聞
及
び
令
和
3
年
9
月
25
日
に
海
上
保
安
新
聞
に

て
紹
介
さ
れ
、
全
国
か
ら
沢
山
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
直
接

型
紙
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
多
く
の
方
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

灯
台
と
し
て
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
─
4
）
ま
た
、
昭

和
47
年
頃
に
、
船
の
科
学
館
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真

─
5
）

　

な
お
、
初
代
安
乗
埼
燈
台
の
最
初
の
移
設
は
、
昭
和
5
年
の

崖
崩
れ
の
た
め
、
6
・
3
メ
ー
ト
ル
後
退
し
て
お
り
、
2
代
目

安
乗
埼
灯
台
の
東
側
土
地
に
基
礎
石
が
残
さ
れ
て
お
り
、
い
に

し
え
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
　
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
化

　

復
元
し
た
図
面
を
元
に
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
型
紙
作
成
に

お
い
て
は
、
な
る
べ
く
簡
単
な
構
造
と
し
、
1
時
間
以
内
で
作

成
で
き
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

　

精
密
な
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
は
い
く
ら
で
も

で
き
ま
す
が
、
や
は
り
1
時
間
以
内
に
完
成
し

な
い
と
、
紙
折
の
途
中
で
心
が
折
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
パ
ー
ツ
も
で
き
る
だ
け
少
な
く

し
、
７
パ
ー
ツ
と
し
ま
し
た
。

　

実
物
の
1
／
70
の
縮
尺
で
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
と
し
て
は
、
高
さ
約
１１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

と
な
り
ま
す
。
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　写真― 7（現在の名板）

し
て
か
ら
入
台
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
冒
頭
で
も
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
安
乗

埼
灯
台
は
、
初
代
の
起
工
か
ら
今
年
で
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
機
会
に
安
乗
埼
灯
台
を
ぜ
ひ
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

悠
久
の
歴
史
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

参
考
文
献
：
阿
児
町
史
（
旧
阿
児
町
発
行
）

�

日
本
灯
台
史
（
燈
光
会
発
行
）

　

今
後
、
灯
台
の
一
般
公
開
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
こ

の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
有
効
活
用
し
、
灯
台
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。（
写
真
―
6
）

　

な
お
、
現
在
の
安
乗
埼
灯
台
入
口
設
置
の
名
板
は
、
元
衆
議

院
議
員
の
田
村
元
先
生
が
揮
毫
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
―
7
）

　

田
村
先
生
は
、
長
き
に
わ
た
り
、
我
が
国
の
航
路
標
識
事
業

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
で
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
の
も
、
平
成
26
年
11
月
1
日
の
灯
台
記
念
日
と
最
後
ま
で

灯
台
に
関
わ
ら
れ
た
方
で
し
た
。

　

平
成
3
年
～
平
成
5
年
ま
で
小
職
は
、
第
四
管
区
海
上
保
安

本
部
灯
台
部
監
理
課
の
業
務
係
を
し
て
お
り
、
11
月
1
日
の
東

京
で
の
灯
台
記
念
日
祝
賀

会
に
田
村
先
生
が
来
ら
れ

る
際
に
は
、
四
本
部
か
ら

地
元
三
重
の
お
酒
を
1
ケ

ー
ス
毎
年
送
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
の
で
、

思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
安
乗
埼

灯
台
を
訪
れ
る
際
に
は
、

感
謝
と
敬
意
の
気
持
ち
を

込
め
、
こ
の
名
板
に
一
礼
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誕
生
か
ら
１８
年
間
は
、
古
く
か
ら
工
場
の
拠
点
で
あ
っ
た
横

浜
市
中
区
で
業
務
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
横
浜
市
に

よ
る
「
み
な
と
未
来
２１
計
画
」
に
伴
い
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

平
成
２
年
５
月
、
東
京
都
立
川
市
の
立
川
広
域
防
災
基
地
内
の

新
設
庁
舎
に
移
り
、
新
た
に
海
上
保
安
庁
の
災
害
応
急
活
動
の

拠
点
業
務
が
付
加
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
令
和
４
年
、
発
足
か
ら
半
世
紀
の
節
目
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
現
役
職
員
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
て

き
た
広
範
多
岐
に
わ
た
る
業
績
、
主
な
出
来
事
、
語
り
継
ぎ
た

“
海
上
保
安
の
現
場
を
支
え
て

�

ま
も
な
く
半
世
紀
”

�

海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

１
．
は
じ
め
に

　

話
は
、
約
５０
年
前
に
遡
り
ま
す
が
、
日
本
国
内
で
は
、
高
度

経
済
成
長
時
代
を
迎
え
、
経
済
社
会
活
動
が
拡
大
す
る
一
方

で
、
大
気
汚
染
、
海
洋
汚
染
な
ど
の
公
害
問
題
が
深
刻
化
し
て

い
ま
し
た
。

　

政
府
関
係
機
関
の
一
員
で
あ
る
海
上
保
安
庁
に
お
い
て
も
海

洋
汚
染
問
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
海
上

保
安
業
務
に
用
い
る
機
器
、
資
材
等
の
製
作
・
修
理
・
試
験
を

主
体
と
す
る
海
上
保
安
庁
経
理
補
給
部
工
場
に
つ
い
て
、
従
前

の
役
割
を
継
承
し
つ
つ
海
上
公
害
の
原
因
究
明
力
を
強
化
し
た

組
織
へ
変
革
さ
せ
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
た
な
組
織
の
在
り
方
、
予
算
の
確
保
な
ど
に
つ

い
て
様
々
な
議
論
、
庁
外
へ
の
説
明
、
幾
多
の
準
備
作
業
を
経

て
、
海
洋
汚
染
の
原
因
物
質
の
分
析
・
検
査
・
鑑
定
へ
の
対
応

力
を
強
化
し
た
「
海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
、
１
９

７
２
年
（
昭
和
４７
年
）
５
月
１
日
に
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

現在の試験研究センター（東京都立川市）

横浜時代の試験研究センター（試験研究棟）
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い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に
つ
い
て
、
所
内
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
膨

大
な
文
献
、
図
面
、
写
真
、ビ
デ
オ
、研
究
の
成
果
物
等
の
整
理

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
存
す
る
資
料
か
ら
だ
け
で
は
な
か
な
か

理
解
で
き
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
過
去
に
在
籍
し
た
Ｏ
Ｂ
諸
氏
に
お
願
い
を
し
、

直
接
お
話
を
お
聞
き
で
き
る
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
く
な
ど
、

貴
重
な
レ
ガ
シ
ー
を
現
役
職
員
が
感
じ
取
る
こ
と
に
も
重
点
を

置
き
、
節
目
の
年
に
相
応
し
い
記
念
事
業
を
企
画
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
読
者
の
皆
様
の
中
に
は
ご
承
知
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
発
祥
は
、
我
が
国
の
灯
台
建

設
の
創
成
期
に
遡
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
誕
生
の
遥
か
前

か
ら
、
航
路
標
識
機
器
の
開
発
、
改
修
に
関
与
し
て
き
た
こ
と

の
概
要
と
、
海
上
保
安
庁
在
職
中
及
び
ご
退
職
後
も
長
き
に
わ

た
り
灯
台
の
レ
ン
ズ
の
製
作
及
び
修
理
に
深
く
関
わ
ら
れ
て
き

た
加
藤
純
氏
か
ら
貴
重
な
お
話
し
を
お
聞
き
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
．
発
祥
当
時
か
ら
の
沿
革

　

１
８
６
８
年
６
月
、
明
治
政
府
の
依
頼
に
応
じ
て
来
日
し
た

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ブ
ラ
ン
ト
ン
氏
ら
は
、
来
日
後
、

神
奈
川
裁
判
所
に
所
属
し
、
本
格
的
な
灯
台
建
設
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
月
に
は
、
こ
の
事
業
に
対
応
す
る
最
初
の
組
織
と
し

て
「
灯
明
台
掛
（
と
う
み
ょ
う
だ
い
か
か
り
）」
が
神
奈
川
裁

判
所
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
燈
明
台
掛
を
組
織
の
原
点

と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

灯
明
台
掛
の
誕
生
以
後
の
組
織
の
移
り
変
わ
り
を
別
紙
一
覧

表
に
記
し
ま
す
。

　

大
ま
か
な
流
れ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
関

東
大
震
災
、
太
平
洋

戦
争
等
の
幾
多
の
困

難
を
乗
り
越
え
、
組

織
名
、
所
属
先
の
変

更
を
繰
り
返
し
な
が

ら
も
航
路
標
識
の
機

器
、
資
材
な
ど
の
製

造
、
修
理
、
試
験
が

地
道
に
引
き
継
が
れ

て
き
た
経
緯
が
お
解

明治期の灯台局庁舎
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全
て
の
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
紹
介
す
る
こ
と
は
な

か
な
か
困
難
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
も
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

の
研
究
棟
内
に
は
、
大
型
沿
岸
灯
台
の
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
を
形

成
す
る
プ
リ
ズ
ム
の
補
修
に
使
わ
れ
た
「
レ
ン
ズ
素
材
切
断

機
」、「
２
基
の
レ
ン
ズ
炉
」、「
レ
ン
ズ
研
磨
機
」
が
当
時
の
ま

ま
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

記
録
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
れ
ら
の
機
械
は
、
平
成
の
初
期
に

勝
浦
灯
台
（
千
葉
県
）
及
び
恵
山
岬
灯
台
（
北
海
道
）
の
プ
リ

ズ
ム
補
修
を
最
後
に
そ
の
役
割
を
終
え
ま
し
た
。

り
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

半
世
紀
に
わ
た
る
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
航
路
標
識
に
係
る

業
績
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
光
波
標
識
の
レ
ン
ズ
、
光
源
、
電

源
、
構
造
、
塗
料
、
耐
久
性
、
形
象
物
、
見
え
方
、
電
波
標
識

の
機
器
、
空
中
線
、
測
位
精
度
の
評
価
に
つ
い
て
の
試
験
研
究

な
ど
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
、
実
際
の
海
に
近
い
環
境
で
光
波
標
識
機
器
の

性
能
評
価
を
行
っ
て
き
た
「
野
外
実
験
」
に
も
多
く
の
方
々
が

関
わ
り
様
々
な
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

レンズ研磨機

レンズ炉（加工炉・除冷炉）

レンズ素材裁断機
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当
日
は
、
ご
自
宅
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
集
会
場
を
手
配
し
て
く

だ
さ
り
、
私
達
が
持
参
し
た
古
い
写
真
ア
ル
バ
ム
、
プ
リ
ズ
ム

の
設
計
・
製
造
に
関
す
る
手
書
き
ノ
ー
ト
、
加
藤
氏
が
所
持
さ

れ
て
い
る
貴
重
な
資
料
を
テ
ー
ブ
ル
に
広
げ
な
が
ら
、
当
時
の

様
子
に
つ
い
て
約
２
時
間
に
わ
た
っ
て
詳
し
く
お
話
し
て
い
た

だ
き
、
資
料
か
ら
は
知
り
得
な
か
っ
た
出
来
事
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

加
藤
氏
は
、
プ
リ
ズ
ム
の
修
復
の
た
め
の
設
計
を
担
う
立
場

に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
設
計
資
料
を
も
と
に

　

大
型
灯
台
用
プ
リ
ズ
ム
の
製
造
工
程
に
関
し
て
は
、
過
去
の

燈
光
誌
に
も
度
々
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
存
知
の
方
も

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

３
．
加
藤
純
氏
に
お
会
い
し
て

　

さ
て
、
冒
頭
に
も
記
し
ま
し
た
が
、
私
ど
も
現
役
職
員
が
過

去
の
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
偉
業
を
理
解
す
る
活
動
の
一
環
と

し
ま
し
て
、
昭
和
５３
年
に
当
時
の
工
作
課
工
務
係
長
と
し
て
赴

任
さ
れ
、
昭
和
６１
年
３
月
末
に
技
術
第
一
課
専
門
官
で
退
職
さ

れ
る
ま
で
の
９
年
間
に
わ
た
っ
て
プ
リ
ズ

ム
の
製
造
・
補
修
を
は
じ
め
各
種
の
光
波

標
識
機
器
に
関
す
る
試
験
研
究
に
従
事
さ

れ
た
加
藤
純
氏
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

当
時
の
作
業
の
様
子
な
ど
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。

　

当
初
、
私
達
は
、
加
藤
氏
を
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
に
お
招
き
し
、
レ
ン
ズ
製
造
機

械
の
前
で
当
時
の
お
話
を
伺
い
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
感
染
回

避
、
気
温
上
昇
に
よ
る
熱
中
症
対
策
な
ど

に
配
慮
し
、
都
内
の
ご
自
宅
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
。

古いアルバム、レンズの設計・製作関係資料を確認

レンズ製作を記録したアルバム、ノート類
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の
選
定
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
た
こ
と
に
は
驚
き

ま
し
た
。

　

な
お
、
現
在
の
立
川
庁
舎

へ
の
移
設
に
は
異
論
は
示
さ

れ
ず
、
平
成
２
年
の
庁
舎
移

転
に
併
せ
て
２
基
の
炉
が
新

た
に
製
造
さ
れ
た
こ
と
の
経

緯
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
加
藤
氏
か
ら
お

聞
き
し
た
お
話
の
内
容
は
、

今
後
、
他
の
資
料
と
共
に
さ

ら
に
整
理
を
進
め
、
施
設
見

学
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
多
く
の
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

４
．
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
発
足
ま
で
の
沿
革
と
Ｏ
Ｂ

加
藤
氏
に
お
会
い
し
た
際
の
様
子
を
記
す
に
止
ま
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
発
足
か
ら
半
世
紀
の
出
来
事

に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

最
後
に
お
願
い
に
な
り
ま
す
が
、
過
去
に
試
験
研
究
セ
ン
タ

「
職
長
」を
含
む
３
名
の
職
員
が
、高
温
の
加
工
炉
に
向
か
い
、

素
材
の
厚
手
ガ
ラ
ス
を
加
熱
さ
せ
な
が
ら
成
形
し
、
徐
冷
炉
で

の
冷
却
を
経
て
、
研
磨
、
組
立
の
順
に
各
工
程
を
こ
な
す
技
術

は
大
変
な
熟
練
と
忍
耐
を
要
す
る
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
毎

年
、
初
夏
に
始
ま
る
作
業
の
光
景
は
、
今
も
記
憶
に
鮮
明
と
の

こ
と
で
、当
時
の
職
員
を
深
く
尊
敬
し
て
い
る
と
語
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
一
連
の
工
程
に
お
い
て
、
特
に
「
研
磨
」
が
重
要
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
る
大
型
灯
台
の
レ
ン
ズ
投
影
写
真
を

示
し
な
が
ら
力
説
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
写
真
に
は
明
ら
か
な
歪
み
が
見
ら
れ
、
熟
練
職
員
で
あ

っ
て
も
最
終
の
「
研
磨
工
程
」
に
は
、
大
い
に
神
経
を
尖
ら
せ

て
い
た
こ
と
が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
昭
和
末
期
に
横
浜
か
ら
他
所
へ
の
移
転
話
が
持
ち

上
が
っ
た
際
、「
加
工
炉
」
及
び
「
除
冷
炉
」
の
２
基
の
存
在

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

移
転
候
補
地
に
は
、
現
在
の
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
付
近
と
、

旧
海
上
保
安
庁
水
路
部
庁
舎
の
あ
っ
た
築
地
付
近
の
２
か
所
が

上
が
っ
た
そ
う
で
す
が
、
ど
ち
ら
に
つ
い
て
も
高
温
を
発
す
る

「
炉
」
の
設
置
は
許
可
さ
れ
ず
、
勤
務
先
と
し
て
は
好
条
件
で

あ
っ
た
は
ず
の
両
候
補
地
は
断
念
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

前
身
の
工
場
時
代
か
ら
活
躍
し
た
２
基
の
「
炉
」
が
移
転
地

当時の様子を熱く語る加藤氏
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旧航路標識管理所の門柱は今も健在！

　御影石造りの重厚な門柱は、昭和後期に旧第三管
区海上保安本部敷地内で偶然にも地中から掘り出さ
れ、その後、平成２８年春に現在の試験研究センター
の敷地内（正面玄関横）に移設されました。
　その際の経緯、作業の様子、苦労談は、本誌平成
２９年 ７ 月号で詳しく紹介されています。
　さて、試験研究センターでは来年の設立５０周年に
向けて、所内に残る様々な歴史的な資料、物品の整
理と伝承方法の見直しを進めています。
　その一環としまして、我が国の灯台建設の創生期
を伝える門柱周辺の環境整備を行いました。
　来年度には、施設見学イベントを通じ、門柱をは
じめ貴重な資料や古い機械類を多くの皆様にご覧い
ただきたいと考えています。

ー
に
在
籍
さ
れ
た
皆
様
、
公
私
に
わ
た
り
当
所
の
業
務
に
関
り

の
深
か
っ
た
皆
様
よ
り
、
私
ど
も
現
役
に
伝
え
て
お
き
た
い
逸

話
、
情
報
、
資
料
な
ど
が
も
し
も
お
有
り
で
し
た
ら
、
ご
連
絡

い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
し
た
お
話
、
情
報
等
を
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
５０
周
年
記
念
事
業
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

な
る
よ
う
諸
作
業
と
企
画
を
進
め
て
行
く
所
存
で
す
の
で
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
連
絡
先
】

　

〒
１
９
０
─
０
０
１
５　

東
京
都
立
川
市
泉
町
１
１
５
６

　

電　

話
：
０
４
２
─
５
２
６
─
５
６
３
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
４
２
─
５
２
６
─
５
６
３
５

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：jcghshikenkanri1-4a7w

@
m
lit.go.jp

海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー�

�

　

三
田（
主
任
試
験
研
究
官
）　
又
は　

甲
斐（
管
理
課
計
画
係
長
）

作業中の様子

美化作業後の門柱
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年　月　日 組織・所属先の移り変わり　※主な業務・業績等

1968年（明治元年）7月 神奈川裁判所に「灯明台掛（とうみょうだいかかり）」を設置。
※�本拠地は横浜市中区北仲通、木工、鍛治工の製作場が設けられ翌
月より業務開始

1870年（明治 3年）10月 工部省設立。※灯明台関係事務を所管

1871年（明治 ４年）5月 民部省からの事務移管により工部省に新たに「灯明台掛」を設置。
8月 灯明台掛を廃止、代わって「灯台寮」を設置。

※�試験灯台での保守要員の教育、輸入した機器類の調整、試験等

1877年（明治10年）1月 工部省灯台寮を「工部省灯台局」に変更。
※�鍛治工場に加え鋳物工場と銅工場を増設、国内有数の設備を保有

1885年（明治18年）12月 工部省灯台局を「逓信省灯台局」に変更。

1890年（明治23年）4月 工場施設を電信灯台用品製造所の「横浜製作場」に変更。
※�水銀槽式回転機械、電動式回転機械の製造、日光弁装置の発明、
電化前の熱源であった各種ガスの製造等

1916年（大正 5年）3月 逓信省電信灯台用製造所を「航路標識管理所作業課」に変更。
※22ミリマントル直立式明暗器の実用化等

1923年（大正12年）９月 関東大震災により工場全壊。

1925年（大正14年）９月 航路標識管理所は灯台局に昇格、「灯台局工務課」に変更。
※�第一等水銀槽式回転機械の製造、岡本式光波点消灯装置の発明等

1943年（昭和18年）11月 逓信省・鉄道省の合併により運輸通信省を創設、「運輸通信省
海運総局海運局工務課」に変更。

1944年（昭和19年）２月 運輸通信省に灯台局を設置、「運輸通信省灯台局」に変更。

1945年（昭和20年）５月 運輸通信省を運輸省に組織変更、「運輸省灯台局」に変更。

1946年（昭和21年） レンズ、木型、マントルの各工場を横須賀市田浦に開設。
※戦災復興途上の民間会社と共にレンズ等の直轄製造を推進

1948年（昭和23年）5月 海上保安庁設立、「灯台局工務課」に変更。

1949年（昭和24年）6月 灯台局を灯台部に変更。

1951年（昭和26年）12月 「海上保安庁灯台部工場」に変更。
※�灯台用各種機器の技術向上に資する研究、試作、試験に注力
広島県鯛尾にガス工場を新設

1955年（昭和30年）4月 広島県鯛尾のガス工場を第六管区に移管
8月 電波関係、船舶関係、機器の試作・研究機関とする方針のもと

海上保安庁全般にわたる試験研究機関へ進展

1957年（昭和32年）8月 「灯台部工場」を「経理補給部工場」に変更。
※�化学係が新設され、工場排水の分析に着手、神奈川県戸塚のガス
工場を第三管区に移管

1973年（昭和47年）4月 田浦工場から横浜庁舎敷地内へレンズ加工炉等を移転。
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を
め
ぐ
る
価
値
づ
け
や
意
味
づ
け
に
関
す
る
既
存
研
究
に
つ
い

て
も
紹
介
し
た
。
そ
し
て
既
存
研
究
で
は
、
本
来
の
機
能
を
終

え
た
産
業
遺
産
が
、保
存
・
活
用
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
け
る
、

価
値
づ
け
や
意
味
づ
け
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
現
在
も
機
能
し

て
い
る
産
業
遺
産
を
対
象
と
し
た
研
究
は
十
分
に
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
本
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

第
３
章
と
第
４
章
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
や
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
調
査
で
得
た
情
報
を
踏
ま
え
て
、
灯
台
、
銚
子
そ
し
て
犬
吠

埼
灯
台
の
概
要
を
述
べ
た
。
第
３
章
で
は
、
灯
台
の
歴
史
と
現

在
、
そ
し
て
灯
台
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
事
例
に
つ
い
て

記
述
し
た
。
ま
た
、
第
４
章
で
は
、
銚
子
の
発
展
や
観
光
、
銚

子
と
犬
吠
埼
灯
台
の
関
わ
り
と
い
っ
た
銚
子
の
概
要
に
加
え
、

犬
吠
埼
灯
台
の
建
設
や
価
値
評
価
、
犬
吠
埼
灯
台
と
観
光
な
ど

犬
吠
埼
灯
台
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

第
５
章
で
は
、
新
聞
記
事
の
内
容
分
析
と
し
て
、「
ヨ
ミ
ダ

ス
歴
史
館
」（
読
売
新
聞
）
と
「
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」（
朝
日

第
６
章
　
お
わ
り
に

　

本
論
文
で
は
、
産
業
遺
産
の
価
値
づ
け
や
意
味
づ
け
に
焦
点

を
当
て
、
こ
れ
ま
で
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
現
在
も
機
能

す
る
産
業
遺
産
を
め
ぐ
る
ま
な
ざ
し
の
変
遷
に
つ
い
て
論
じ
て

き
た
。
現
在
も
機
能
し
て
い
る
産
業
遺
産
の
中
で
も
灯
台
、
具

体
的
に
は
犬
吠
埼
灯
台
を
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
。そ
し
て
、

新
聞
記
事
の
記
述
内
容
の
分
析
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し

が
犬
吠
埼
灯
台
に
向
け
ら
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て

き
た
。

　

第
２
章
で
は
、
産
業
遺
産
と
い
う
概
念
が
い
つ
か
ら
用
い
ら

れ
始
め
、
社
会
的
に
認
知
さ
れ
、
そ
し
て
、
社
会
的
関
心
が
高

ま
っ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
こ
こ
で
は
、
産
業

遺
産
と
い
う
概
念
の
社
会
的
認
知
と
関
心
の
高
ま
り
が
、
犬
吠

埼
灯
台
に
対
す
る
産
業
遺
産
と
し
て
の
ま
な
ざ
し
の
構
築
に
影

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。
ま
た
、
産
業
遺
産

灯
台
を
め
ぐ
る
ま
な
ざ
し
の
変
遷
　

灯
台
を
め
ぐ
る
ま
な
ざ
し
の
変
遷
　
―
犬
吠
埼
灯
台
を
事
例
に
―

―
犬
吠
埼
灯
台
を
事
例
に
―  

（（
33
／／
33
））

The Transitions of the Tourist Gaze around Lighthouse: A
 Case Study of Inubosaki Lighthouse

The Transitions of the Tourist Gaze around Lighthouse: A
 Case Study of Inubosaki Lighthouse

一
般
会
員

一
般
会
員
　
關
　
愛
里

　
關
　
愛
里
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犬
吠
埼
灯
台
は
、
建
設
当
時
、
西
洋
技
術
が
用
い
ら
れ
た
文

明
開
化
の
象
徴
で
あ
り
、
灯
台
と
し
て
の
機
能
や
技
術
に
ま
な

ざ
し
が
向
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
輝
か
し
き
先
端
技
術

が
用
い
ら
れ
た
日
本
の
発
展
の
希
望
と
な
る
場
所
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
観
光
が
大
衆
化
さ
れ
た
こ

と
で
、
観
光
地
と
し
て
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
ら
れ
た
犬
吠
埼
灯

台
は
、
太
平
洋
を
眺
め
な
が
ら
日
本
の
発
展
を
実
感
す
る
場
所

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
灯
台
の
必
要
性
の
低
下
や
中
央
行
政
に

よ
る
文
化
財
・
文
化
遺
産
の
評
価
の
動
き
が
背
景
と
な
っ
て
、

灯
台
と
し
て
の
機
能
や
技
術
に
再
び
ま
な
ざ
し
が
向
け
ら
れ
、

そ
の
後
、
文
化
遺
産
や
文
化
財
と
し
て
の
ま
な
ざ
し
が
向
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、現
在
犬
吠
埼
灯
台
は
、

日
本
の
過
去
の
栄
光
を
保
存
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

産
業
遺
産
の
価
値
づ
け
や
意
味
づ
け
に
関
す
る
既
存
研
究
で

は
、
鉱
業
遺
産
な
ど
の
機
能
を
失
っ
た
産
業
遺
産
が
対
象
と
さ

れ
て
き
た
。
機
能
を
失
い
、
産
業
遺
産
と
な
っ
た
後
の
保
存
や

活
用
過
程
に
お
け
る
価
値
づ
け
や
意
味
づ
け
に
焦
点
が
限
定
さ

れ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
現
在
も
機
能
す
る
産
業
遺
産
で
あ
る
犬
吠
埼
灯

台
を
め
ぐ
る
ま
な
ざ
し
の
変
遷
を
論
じ
る
こ
と
で
、
産
業
遺
産

の
価
値
づ
け
や
意
味
づ
け
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
は

新
聞
）
の
２
つ
の
新
聞
記
事
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
、
キ

ー
ワ
ー
ド
「
犬
吠
埼
灯
台
」
を
含
む
記
事
を
抽
出
し
、
そ
の
記

述
内
容
を
分
析
し
た
。
こ
の
分
析
か
ら
、
犬
吠
埼
灯
台
を
め
ぐ

る
ま
な
ざ
し
の
変
遷
は
、
次
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
１
期
（
１
８
７
４
年
か
ら
１
９
６
０
年
ま

で
）
は
、
灯
台
と
し
て
の
機
能
や
技
術
に
ま
な
ざ
し
が
向
け
ら

れ
て
い
た
が
、
２
期
（
１
９
６
０
年
か
ら
１
９
８
０
年
ま
で
）

に
な
る
と
、
観
光
地
と
し
て
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
３
期
（
１
９
８
０
年
か
ら
２
０
０
０
年
ま
で
）
に

お
い
て
は
、
再
び
灯
台
と
し
て
の
機
能
や
技
術
に
ま
な
ざ
し
が

向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
４
期
（
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
２

０
年
ま
で
）
に
は
、
文
化
遺
産
や
文
化
財
と
し
て
の
ま
な
ざ
し

が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
な
ざ
し
が
変
遷
し
て
い
く

中
で
、
そ
の
方
向
性
も
変
化
し
て
お
り
、
１
期
に
は
「
灯
台
へ・

の・

ま
な
ざ
し
」
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
２
期
に
は
「
灯
台
か・

ら・

の・

ま
な
ざ
し
」
が
優
勢
と
な
り
、
３
期
に
は
「
灯
台
へ・

の・

ま
な

ざ
し
」
と
「
灯
台
か・

ら・

の・

ま
な
ざ
し
」
が
共
存
し
、
４
期
に
は

再
び
「
灯
台
へ・

の・

ま
な
ざ
し
」
が
優
勢
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

ま
な
ざ
し
の
時
間
軸
に
関
し
て
、
１
期
で
は
未
来
、
２
期
で
は

未
来
と
現
在
に
ま
な
ざ
し
が
向
け
ら
れ
、
そ
し
て
、
３
期
で
は

現
在
と
過
去
、
４
期
で
は
過
去
に
ま
な
ざ
し
が
向
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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な
か
っ
た
次
の
３
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
１
つ

目
は
、
産
業
遺
産
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
り
前
か
ら
、
観
光
地

と
し
て
の
ま
な
ざ
し
が
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
既
存

研
究
で
対
象
と
さ
れ
て
き
た
産
業
遺
産
は
、
機
能
を
失
っ
た
後

に
観
光
地
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
犬
吠
埼
灯

台
は
、
古
く
か
ら
観
光
地
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
地
元
銚
子
の
観

光
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
２
つ
目
は
、
未
来

や
現
在
へ
の
ま
な
ざ
し
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究

で
は
、
機
能
を
失
い
産
業
遺
産
と
な
っ
た
後
の
価
値
づ
け
や
意

味
づ
け
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
主
に
過
去
へ
の
ま
な
ざ
し

に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。一
方
で
本
研
究
で
は
、

過
去
へ
の
ま
な
ざ
し
だ
け
で
な
く
、
未
来
や
現
在
へ
の
ま
な
ざ

し
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
３
つ

目
は
、
ま
な
ざ
し
の
方
向
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
既
存
研
究
で

は
、
産
業
遺
産
へ
の
価
値
づ
け
や
意
味
づ
け
に
つ
い
て
論
じ
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
本
研
究
で
は
、他
の
産
業
遺
産
に
は
な
い
、

灯
台
か
ら
の
眺
め
を
楽
し
め
る
展
望
台
と
し
て
の
機
能
を
も
つ

灯
台
を
対
象
と
し
た
こ
と
で
、
灯
台
へ・

の・

ま
な
ざ
し
と
灯
台
か・

ら・

の・

ま
な
ざ
し
と
い
う
ま
な
ざ
し
の
方
向
性
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

先
述
の
通
り
、
産
業
遺
産
に
は
機
能
を
失
っ
た
も
の
だ
け
で

な
く
、
現
在
も
機
能
す
る
多
種
多
様
な
も
の
が
含
ま
れ
る
。
そ

う
し
た
産
業
遺
産
を
め
ぐ
る
価
値
づ
け
や
意
味
づ
け
に
つ
い
て

の
研
究
で
は
、
機
能
を
失
っ
て
産
業
遺
産
と
な
っ
た
後
に
焦
点

を
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
産
業
遺
産
と
な
る
前
を
含
む
長
い

期
間
に
焦
点
を
広
げ
て
論
じ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
い
え

る
。

　

最
後
に
、
観
光
資
源
と
し
て
の
灯
台
の
可
能
性
に
つ
い
て
述

べ
て
お
き
た
い
。現
在
灯
台
は
、第
３
章
で
述
べ
た
よ
う
に
様
々

な
方
法
で
観
光
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
灯
台
の
航
路

標
識
と
し
て
の
必
要
性
が
低
下
し
、
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用

が
注
目
さ
れ
て
い
く
中
で
、
今
後
も
さ
ら
に
多
種
多
様
な
方
法

に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

灯
台
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
に
お
い
て
は
、
灯
台
に
し

か
な
い
魅
力
を
活
か
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
灯
台
に
は
、
機

能
を
失
っ
た
も
の
な
ど
他
の
産
業
遺
産
や
観
光
資
源
に
は
み
ら

れ
な
い
、
灯
台
な
ら
で
は
の
魅
力
が
あ
る
。
ま
ず
、
灯
台
に
の

ぼ
る
こ
と
で
景
色
を
一
望
で
き
る
展
望
台
と
し
て
の
機
能
は
、

他
の
産
業
遺
産
に
は
み
ら
れ
な
い
大
き
な
魅
力
で
あ
る
と
い
え

る
。
ま
た
、
生
き
た
学
習
の
場
と
し
て
の
魅
力
も
そ
の
１
つ
で

あ
る
。
機
能
を
失
っ
た
産
業
遺
産
は
、
こ
れ
ま
で
の
過
去
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
過
去
の
学
習
の
場
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
現
在
も
機
能
し
て
い
る
灯
台
は
、
夜

の
海
を
照
ら
す
姿
を
現
在
も
実
際
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
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資
源
と
し
て
脚
光
を
浴
び
、
過
去
だ
け
で
は
な
く
再
び
未
来
志

向
の
ま
な
ざ
し
の
も
と
で
語
ら
れ
る
日
々
が
来
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　《
参
考
文
献
》

◦
犬
吠
埼
ブ
ラ
ン
ト
ン
会
（
２
０
１
５
）『
犬
吠
埼
灯
台
関
係

内
外
資
料
集
』
有
限
会
社
コ
ン
フ
ォ
ー
ト

◦
大
槻
達
夫
・
桜
井
慎
一
・
大
友
洋
卓
・
笠
川
孝（
２
０
０
６
）

「
灯
台
の
保
存
活
用
に
関
す
る
研
究
─
─
わ
が
国
に
お
け
る

灯
台
の
現
状
」『
学
術
講
演
梗
概
集
』
３
９
５
─
３
９
６
．

◦
海
上
保
安
庁（
２
０
１
６
）「
航
路
標
識
（
灯
台
）
の
防
災
対

策
の
推
進
に
つ
い
て
」
最
終
閲
覧
日
２
０
２
０
年
１２
月
１１
日　

h
ttp
s://w

w
w
.k
aih
o.m

lit.g
o.jp

/01k
an
k
u
/

kouhou/28kouhou/4_toudai.pdf

　

─
─
─
─
─（
２
０
１
９
）『
海
を
照
ら
し
て
１
５
０
年
─
航

路
標
識
の
歴
史
と
現
在
』

　

─
─
─
─
─（
２
０
１
９
）「
灯
台
活
用
の
拡
大
に
向
け
た
中

間
と
り
ま
と
め
」
最
終
閲
覧
日
２
０
２
０
年
12
月
11
日

　

https://w
w
w
.kaiho.m

lit.go.jp/info/kouhou/r1/
k20190619/k190619-1.pdf

◦
気
象
庁
銚
子
地
方
気
象
台
（
２
０
１
８
）「
銚
子
の
気
象
」

千
葉
科
学
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
地
方
創
生
推
進
協
議
会
銚
子
学
教
科

な
ど
、
過
去
か
ら
現
在
ま
で
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
生
き
た

学
習
の
場
で
あ
る
と
い
え
る
。
他
に
も
、
灯
台
の
立
つ
場
所
で

は
美
し
い
風
景
が
楽
し
め
る
こ
と
な
ど
も
灯
台
な
ら
で
は
魅
力

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
魅
力
を
活
か
し
た
活
用
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
話
題
性
の
あ
る
活
用
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
灯
台
の
航
路
標
識
と
し
て
の
必
要

性
が
低
下
す
る
中
で
、
建
設
後
か
ら
現
在
ま
で
機
能
を
果
た
し

続
け
て
き
た
灯
台
を
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、
多
く
の
人
々
が

灯
台
に
興
味
を
持
ち
、
そ
れ
に
訪
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
一
方
で
、
話
題
を
集
め
る
こ
と
だ
け
に
注
力
し
て

は
な
ら
な
い
。
灯
台
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
際
に
は
、

地
元
の
人
々
の
意
識
も
尊
重
す
る
べ
き
で
あ
る
。
話
題
性
の
あ

る
活
用
方
法
で
あ
っ
て
も
、
地
元
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
灯
台

を
誇
り
に
思
う
地
元
の
人
々
の
意
識
を
尊
重
し
な
い
活
用
は
適

切
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
灯
台
の
観
光
資
源
と
し
て

の
活
用
に
お
い
て
は
、灯
台
な
ら
で
は
の
魅
力
を
活
か
し
つ
つ
、

地
元
の
人
々
の
意
識
を
尊
重
し
た
、
話
題
性
の
あ
る
活
用
が
重

要
な
の
で
あ
る
。
灯
台
は
、
古
く
か
ら
夜
の
海
へ
光
を
放
ち
続

け
て
い
る
が
、
灯
台
自
体
が
社
会
か
ら
光
を
浴
び
る
こ
と
は
少

な
い
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
活
用
に
よ
っ
て
、
灯
台
が
観
光
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◦
須
田
寛（
２
０
１
５
）『
産
業
観
光
─
─
も
の
づ
く
り
の
観
光
』

交
通
新
聞
社

◦
銚
子
市（
１
９
８
３
）『
続
銚
子
市
史
Ⅰ
─
昭
和
前
期
』
ぎ
ょ

う
せ
い

　

─
─
─（
２
０
０
４
）『
続
銚
子
市
史
Ⅳ
─
昭
和
か
ら
平
成
へ
』

第
一
法
規
株
式
会
社

◦
銚
子
市
漁
業
協
同
組
合（
２
０
１
８
）「
銚
子
の
漁
業
」
千
葉

科
学
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
地
方
創
生
推
進
協
議
会
銚
子
学
教
科
書
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
編
『
銚
子
学
―
銚
子
の
自
然
・
産
業
・

生
活
・
歴
史
文
化
―
』（
ｐ
ｐ
・
２５
─
２６
）
秀
英
社

◦
銚
子
商
工
会
議
所（
２
０
１
８
）「
銚
子
の
商
工
業
」
千
葉
科

学
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
地
方
創
生
推
進
協
議
会
銚
子
学
教
科
書
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
編
『
銚
子
学
―
銚
子
の
自
然
・
産
業
・
生

活
・
歴
史
文
化
―
』（
ｐ
ｐ
・
５７
─
５８
）
秀
英
社

◦
手
島
廉
幸（
２
０
０
８
）『
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
歴
史
的
変
遷

と
今
後
の
行
方
─
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
終
焉
は
な
い
』『
日

本
国
際
観
光
学
会
論
文
集
』
１５
， 

１１
─
１７

◦（
公
社
）燈
光
会（
２
０
１
５
）『
燈
光
会
百
年
の
あ
ゆ
み
』
燈

光
会

　

─
─
─
─
─
─（
２
０
２
０
）『
燈
光 

５
・
７
月
号
』
燈
光
会

◦
灯
台
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
in
銚
子
実
行
委
員
会
事
務
局
（
２

０
１
９
）『
灯
台
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
in
銚
子
』（
パ
ン
フ
レ

書
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
編
『
銚
子
学
─
銚
子
の
自
然
・
産

業
・
生
活
・
歴
史
文
化
─
』（
ｐ
ｐ
・
４５
─
４６
）
秀
英
社

◦
木
村
至
聖（
２
０
０
７
）「
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
の
産
業
遺
産
─

─
長
崎
市
高
島
町
に
お
け
る
軍
艦
島
活
用
を
事
例
と
し
て
」

『
京
都
社
会
学
年
報
』
１５
，
１
４
１
─
１
６
８
．

　

─
─
─
─（
２
０
０
９
）「
産
業
遺
産
の
表
象
と
地
域
社
会
の

変
容
」『
社
会
学
評
論
』
６０ 

⑶
，
４
１
５
─
４
３
２
．

　

─
─
─
─（
２
０
１
４
）『
産
業
遺
産
の
記
憶
と
表
象
─
─「
軍

艦
島
」
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会

◦
経
済
産
業
省（
２
０
０
８
）「
近
代
化
産
業
遺
産
群　

続
３３
─

近
代
化
産
業
遺
産
が
紡
ぎ
出
す
先
人
た
ち
の
物
語
」
最
終
閲

覧
日 

２
０
２
０
年
１２
月
１０
日
，https://w

w
w
.m
eti.go.

jp/policy/local_ econom
y/nipponsaikoh/pdf/

isangun_zoku.pdf

◦
交
通
政
策
審
議
会（
２
０
１
８
）「
第
4
次
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」

最
終
閲
覧
日
２
０
２
０
年
12
月
10
日
，https://w

w
w
.

kaiho.m
lit.go.jp/seisaku/4vision/04_4vision.pdf

◦
国
土
交
通
省
（
２
０
１
８
）「
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
こ

れ
ま
で
の
取
組
と
課
題
」
最
終
閲
覧
日
２
０
２
０
年
12
月
9

日　

https://w
w
w
.m
lit.go.jp/com

m
on/001261595.

pdf

◦
篠
崎
四
郎（
１
９
５
６
）『
銚
子
市
史
』
国
書
刊
行
会
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ッ
ト
）

◦
西
脇
久
夫（
１
９
８
０
）『
燈
台
風
土
記
』
海
文
堂
出
版
株
式

会
社

◦
野
口
毅
・
藤
岡
洋
保（
２
０
１
５
）『
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
─
─
す

く
っ
と
明
治
の
灯
台
６４
基
１
８
７
０
─
１
９
２
０
』
バ
ナ
ナ

ブ
ッ
ク
ス

◦
平
井
健
文（
２
０
１
７
）「
日
本
に
お
け
る
産
業
遺
産
の
観
光

資
源
化
プ
ロ
セ
ス
─
─
炭
鉱
・
鉱
山
の
遺
構
に
見
出
さ
れ
る

価
値
の
変
容
に
着
目
し
て
」『
観
光
学
評
論
』
５ 

⑴
，
３
─

１９
．

◦
文
化
庁（
２
０
２
０
）「
国
宝
・
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
の

指
定
に
つ
い
て
」
最
終
閲
覧
日
２
０
２
０
年
１２
月
８
日
， 

https://w
w
w
.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/

hodohappyo/92578901.htm
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　《資料》

・資料①　 1期（1874年－1960年）　記述内容

１期（1874年－1960年）　記述内容

「灯台としての機能・技術」に関する記述

◇ 機能について
・「犬吠埼の燈臺の遥かに光明を放て海面を照らし…」

（『朝日新聞』1893．4 ．6 ．朝刊）
・「銚子港一帯に珍しい濃霧襲来犬吠岬燈台では警笛を吹き鳴らして洋
上の警戒に努めて居るが…」� （『朝日新聞』1929．12．18．夕刊）
・「燈臺は海の守り神です、闇に閉ざされた海をゆく航海者の唯一の目
標なのです」� （『読売新聞』 1931．7 ．4 ．朝刊）
・「黒潮煙る太平洋の羅針盤、『夜の太陽』として輝かしい歴史を持つ銚
子犬吠岬燈台は…」� （『朝日新聞』1935．6 ．17．夕刊）

◇ 技術について
・「脚下に砕ける怒涛の最頭にそゝり高つ高さ百四尺、白亜の尖頭は幾
度か暴風の洗禮を受けたが倒れもせず、焼けもせず、明治五年初めて
日本に輸入された西欧文明そのまゝの姿で今還暦を迎えたのだ」

（『朝日新聞』1935．6 ．17．夕刊）

◇ 灯台職員（灯台守）について
・「燈臺員は、年百年中不眠不休であつて、日曜もなければ、正月もない、
勿論晝夜の別もなく勤務して居るのである」「燈臺員といふものは其
任務執行中は天災地異其他如何なる事故が生じても、一寸も其位置を
去ることが出来ないといふ程の神聖のものでありますから…」

（『朝日新聞』1910．1 ．12．朝刊）
・「燈臺院なるものゝ任務に對して、非常の尊敬と同情の年とを拂ふた
と同時に、徹頭徹尾其職分に甘んじて専心一意忠實を期するといふ人
の人格に感服したのである」� （『朝日新聞』1910．1 ．13．朝刊）

（筆者作成）
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・資料②　 2期（1960年－1980年）　記述内容

２期（1960年－1980年）　記述内容

「観光地としての灯台」に関する記述

◇ 人気の観光地
・「犬吠埼灯台を選んだ。ここには一日七、八百人から多い日には千四、
五百人の観光客が訪れる」� （『読売新聞』1970．2 ．14．朝刊）

・「犬吠埼灯台は、四か月ぶりに見学を再開して初の日曜日とあって、
子供たちなど約二千人が登り“大入り満員”」

（『読売新聞』1973．3 ．5 ．朝刊）

◇ 銚子の観光のシンボル
・「太平洋を航行する船舶の“守り神”、犬吠埼灯台は、また観光のシン
ボルでもある」� （『読売新聞』1972．4 ．14．朝刊）
・「銚子観光のシンボル犬吠埼灯台は…」�（『読売新聞』1973．1 ．11．朝刊）
・「観光銚子のシンボルになっている犬吠埼灯台が…」

（『読売新聞』1973．11．15．朝刊）

◇ 犬吠埼灯台からの眺め
・「地上三十一㍍、海面上五十二層の高い展望台から青い水平線をなが
め、雄大な自然を満喫していた」� （『読売新聞』1973．3 ．5 ．朝刊）
・「燈台の展望台（入場料50円）へのぼるらせん階段。数えたら全部で
九十八段あった。海からの高さは五十二㍍。太平洋が一気に開けた」

（『読売新聞』1980．3 ．20．朝刊）

「灯台としての機能・技術」に関する記述

・「濃霧から航行船舶を守る霧信号所（明治四十三年）無線電信、レー
ダーの発達で無線方位信号所（昭和七年）も併設され、電波によって
位置を知らせたり、テレマーク・ビーコンを出したり、気象状況まで
知らせている」� （『読売新聞』1966．6 ．10．朝刊）

（筆者作成）
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・資料③　 3期（1980年－2000年）　記述内容

３期（1980－2000年）　記述内容

「文化遺産・文化財としての灯台」に関する記述

・「潮風にさらされて老朽化した施設が、 １世紀にわたる海の歴史を伝
える文化財としてよみがえる」「明治初期に外国人が日本のへき地に
入って灯台を造ったことは、日本が国際国家の仲間入りをする糸口と
なった。日本が西洋の文化を受け入れたことを示す施設で、いわば日
本近代化の生き証人です」「灯台と付属施設を文化財として後世に伝
えていくことは大切なことです」� （『朝日新聞』1990．5 ．30．夕刊）
・「機能的に優れたうえに、端正、優美な姿を誇る明治の灯台。それは、
文化財としても文句なしの一級品と言える。だが、慶応義塾三田演説
館（東京・明治八年）、大浦天主堂（長崎・同）、旧開智学校校舎（長
野・同九年）など同年代の明治の洋風建築が国の重要文化財に指定さ
れているなかで、同種の扱いを受けている灯台は一基もない。わずか
に、神子元島灯台だけが国の史跡に指定されているに過ぎない」「明
治の灯台は現在に生きて機能しているもので、海上交通の安全を確保
することを第一義的に考えなくてはなりません。ただ、一方では文化
財として国民の財産でもあるので、その点も考慮して程度に応じて補
修、整備はしていくつもりです」� （『読売新聞』1987．7 ．6 ．夕刊）

「灯台の保存活動」に関する記述

・「銚子市の観光名所、犬吠埼灯台の設計、施工監督者として知られる
英国人Ｒ・Ｈ・ブラントン（一八四一－一九〇一）を研究し、これを
仲立ちに全国の灯台のある市町村との交流を深めようと、市民らが十
九日、『犬吠埼ブラントン会』を設立する」「仲田さんは『日本ブラン
トン協会の設立、灯台資料館の完成までもっていけたらうれしい』と
話している」� （『朝日新聞』1999．5 ．14．朝刊）
・「銚子市の犬吠埼灯台の設計、施工監督者として知られる英国人Ｒ・
Ｈ・ブラントン（一八四一－一九〇一）の研究に取り組んでいる市民
グループ『犬吠埼ブラントン会』（仲田博史代表幹事）は二十三日、
同灯台をテーマにした初の研究発表会を一般公開で開く」「これまで
に、記念講演会の開催、御前崎灯台訪問、犬吠埼灯台見学会などの活
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動をしている」� （『朝日新聞』1999．10．21．朝刊）
・「銚子市の犬吠埼灯台で十五日夕、初点灯百二十五周年を祝い、同市
の市民グループ『犬吠埼ブラントン会』が記念点灯式を行った」

（『読売新聞』1999．11．16．朝刊）

「灯台としての機能・技術」に関する記述

・「明治維新以来、急ピッチで世界有数の海運国に、そして世界最大の
水産国にと日本が成長した陰には、航行の安全を守る灯台を始めとす
る航路標識の整備が欠かせなかった」「建設用材もレンガ、石、鉄、
コンクリートとさまざまで、構造もその時代、時代の最先端の技術が
取り入れられているため、古い灯台には文化的な価値の高い貴重なも
のが多い」「灯台（航路標識）そのものも、光、音から電波、衛星利
用へと多様化を続けている。しかし、暗夜の海に一筋の灯光を見つけ
た時の船乗りの安心感は昔も今も、そして将来も変わらないに違いな
い」� （『読売新聞』1988．10．26．夕刊）

「観光地としての灯台」に関する記述

◇ 人気の観光地
・「観光灯台として訪れる人も多く…」�（『読売新聞』1986．9 ．10．朝刊）
・「犬吠埼灯台には年間22、3 万人もの観光客が訪れる。銚子の貴重な「観
光資源」でもある」� （『朝日新聞』1989．5 ．24．朝刊）

◇ 銚子の観光のシンボル
・「銚子観光のシンボル」� （『読売新聞』1989．7 ．19．朝刊）
・「銚子市の観光名所・犬吠埼灯台周辺に」
� （『朝日新聞』1988．9 ．17．朝刊）

◇ 犬吠埼灯台からの眺め
・「99段のらせん階段をのぼると、広大な太平洋の海原と白砂青松の海
岸線が眼下に見下ろせる」� （『朝日新聞』1990．11．9 ．朝刊）
・「高さ二十七メートルの灯火近くから見るパノラマは絶景」
� （『読売新聞』 1997．2 ．13．夕刊）
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◇ 犬吠埼灯台への眺め
・「ライトアップされた犬吠埼灯台が眺められる」
� （『朝日新聞』1990．7 ．13．朝刊）
・「終点間近には高さ27メートルの犬吠埼灯台の雄姿」
� （『読売新聞』1990．10．25．夕刊）

◇ 初日の出スポットとして
・「関東最東端の犬吠埼灯台や近くの愛宕山から見る初日の出は、午前
6時46分ごろと関東では最も早く、迫力満点」

（『読売新聞』1986．12．24．夕刊）
・「表には犬吠埼灯台の初日の出の写真、裏には「二〇〇〇年を迎える
瞬間に、銚子にいたことを証明します」と記されている」
� （『朝日新聞』 1999．12．12．朝刊）

「その他」の記述

・「銚子市末広町の県道交差点に同市のシンボル犬吠埼灯台を…」
（『朝日新聞』1988．9 ．21．朝刊）

・「波崎町生まれだが、朝もやを通して響く犬吠埼灯台の霧笛を聞いて
育ち、中、高校時代は、利根川の渡し船に自転車を積んで、銚子の町
へ買い物や遊びに通った。大学や教職時代も再三、地質調査に訪れ、
銚子にはふるさと同然の思い入れがあるという」

（『朝日新聞』 1996．3 ．11．朝刊）
・「『ボウー』。犬吠埼灯台の霧笛の音。静かな真夜中、市街地にも流れ
てくる。一昨年の改修でも、昔のままの機械を特注して残したという
レトロの音だ」� （『朝日新聞』1990．12．24．朝刊）

（筆者作成）
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・資料④　 4期（2000年－2020年）　記述内容

4期（2000年－2020年）　記述内容

「文化遺産・文化財としての灯台」に関する記述

◇ 近代化の遺産
・「近代化遺産ろまん紀行」における記述
� （『読売新聞』2002．3 ．10．朝刊）
・「江戸時代末期から第二次世界大戦終了時にかけて、本県の近代化を
進めてきた貴重な産業・交通遺跡など」
� （『読売新聞』2000．8 ．6 ．朝刊）
・「千葉県の近代化に関係の深い建造物」「航海の安全を支えた犬吠埼灯
台といった、明治から昭和にかけて産業・交通の発展に貢献した佐原、
銚子市内の建物などを…」� （『読売新聞』2000．9 ．5 ．夕刊）

◇ 近代化産業遺産
・「『安全な船舶航行に貢献し、我が国の海運業等を支えた灯台等建設の
歩みを物語る近代化産業遺産群』として…」
� （『朝日新聞』2009．4 ．24．朝刊）

◇ 国の有形文化財
・「犬吠埼灯台は国産のレンガ19万3000枚を使い、壁を二重にして耐震
性を高めた構造。文化審議会は『我が国最古級の灯台。再現が容易で
ない建造物』としている」� （『読売新聞』2010．3 ．20．朝刊）
・「市教委生涯学習課は『日本の灯台施設の特有の霧信号所であり、現
存する唯一の遺構』。官営八幡製鉄所製の鋼材を使った、現存する最
古の鉄造建物である可能性が高いという」
� （『朝日新聞』2014．12．21．朝刊）

◇ 国の重要文化財
・「北太平洋航路のための最初の灯台」「海上保安庁が管理する現役灯台
では初」
「当時の先駆的技術が使われ、海上交通史上の価値が高い」

（『朝日新聞』2020．10．17．朝刊）
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・「犬吠埼灯台は全国でも比較的交通の便がよく訪れやすい灯台として、
長く銚子観光の中心にあった。国の重要文化財という「格」を得るこ
とで、観光復興のシンボルとしての期待が高まる」

（『朝日新聞』2020．10．18．朝刊）

「灯台としての機能・技術」に関する記述

・「自分の位置がわかるＧＰＳが発達した今、灯台の役割とは？　機械
は万能ではない。最後に頼れるのはやはり一筋の光明かもしれない」

（『朝日新聞』2014．11．14．朝刊）
・「外洋から東京湾に入る船にとっては、初めて確認する日本の陸の光
にもなる。この一筋の光に、何カ月も外洋を航海してきた船乗りたち
は、特別な安らぎをおぼえるのだという。灯台は歴史の中に立つ。初
点灯は1874（明治 7）年11月15日。以来130年余り、近代日本の歩み
を見守ってきた」� （『朝日新聞』2008．8 ．19．夕刊）

「灯台の保存活動」に関する記述

・「犬吠埼灯台と銚子──ブラントンの遺産をどう生かすか」のテーマ
でパネルディスカッションが開かれる」「仲田さんらは『震災や戦争
など幾多の試練を乗り越え、ほぼ建設時の姿をそのまま残す犬吠埼灯
台の価値を再認識し、灯台資料館建設への思いなどを語り合いたい』
としている」� （『朝日新聞』2000．6 ．30．朝刊）
・「銚子市の犬吠埼灯台が来春から無人化されるのにともない、霧の時
に鳴らす『霧笛舎』が廃止される」「市と市観光協会、市漁協、商工
会議所の代表がこのほど海保を訪れ、国土交通省と第 3管区海上保安
本部長にあてて、施設保存と市民や観光客への一般公開を求める要望
書を提出した」� （『朝日新聞』2007．10．19．朝刊）
・「銚子市の犬吠埼灯台に 3月末まであった霧信号所の霧笛を後世に伝
えようと、灯台を核に町おこしに取り組む住民グループ『犬吠埼ブラ
ントン会』（仲田博史代表幹事）が、霧笛の音を収録したＣＤ『犬吠
埼灯台の霧笛—失われたサウンド』＝写真＝を制作した」「代表幹事の
仲田さんは『会としては今後、霧信号所だった全鉄製のかまぼこ形建
物（霧笛舎）や機械装置を近代化遺産や観光資源として残す活動をし
ていく。ＣＤ販売収益の一部をその学術調査費にあてたい』と話し
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ている」� （『読売新聞』2008．10．30．朝刊）
・「 2年前、犬吠埼灯台の無人化に伴って廃止された『霧笛舎』を保存・
活用しようという動きが、地元の銚子市で起きている。同灯台の応援
団体『犬吠埼ブラントン会』（仲田博史代表幹事）は 8日と 9日、シ
ンポジウムと『霧笛』の一人芝居を開く」「地元からは保存を求める
意見も出たが、費用の問題もあって 2年間放置状態が続いている。全
国で灯台のＰＲなどをしている社団法人・燈光会（本部東京）が、建
築史などの専門家に依頼して調査したところ、『灯台史、建築史、技
術史上非常に価値が高く、文化遺産として後世に伝えていくべき貴重
な建物』との結論が出た。
「仲田代表幹事は『今年建造100年の霧笛舎も高い価値のあることがは
っきりした。観光資源や町づくりの素材としてどのように活用できる
のか、さまざまな立場から議論しながら、文化財として保存していく
機運を盛り上げたい』と話している」

（『朝日新聞』2010．5 ．8 ．朝刊）
・「銚子市の市民グループ『犬吠埼ブラントン会』（仲田博史・代表幹事）
は『灯台の歴史と価値を多くの人に伝えたい』と、連続講座や資料集
の刊行に取り組む」� （『朝日新聞』2014．5 ．17．朝刊）
・「一方、安全な航行のためには一定数の灯台は必要で、管理する海上
保安庁では、観光面での魅力を発信し、その存在意義を広く訴えてい
く方針だ」� （『読売新聞』2019．4 ．18．夕刊）
・「歴史や文化的な価値のある灯台が立つ 4市が集い、観光振興の施策
などを話し合う「灯台ワールドサミット」が、銚子市で開かれた。「灯
台のもつ歴史的、文化的価値を再評価し、次世代に引き継ぐ活動を進
める」などとする共同宣言を読み上げた」

（『読売新聞』2019．11．15 朝刊）
・「犬吠埼灯台の保存と活用に取り組む市民団体『犬吠埼ブラントン会』
代表幹事の仲田博史さん（72）は重文指定について、『先人の努力に
感謝したい。国から『お墨付き』を頂いたので、さらに保存と活用を
進めるため、市民と知恵を出し合っていきたい』と述べた」

（『読売新聞』2020．10．17．朝刊）
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「観光地としての灯台」に関する記述

◇ 人気の観光地
・「年間約15万人が訪れる、銚子市の犬吠埼灯台は…」

（『朝日新聞』2020．3 ．2 ．朝刊）

◇ 銚子の観光のシンボル
・「銚子市の観光名所、犬吠埼灯台のわきに…」
� （『朝日新聞』2001．4 ．7 ．朝刊）
・「『犬吠埼灯台』『地球の丸く見える丘展望館』など、周辺に観光スポ
ットが多い犬吠駅構内に…」� （『朝日新聞』2007．2 ．28．夕刊）
・「銚子観光のシンボル・犬吠埼灯台に…」
� （『読売新聞』2011．6 ．14．朝刊）

◇ 灯台からの眺め
・「99段の階段を上ると、太平洋を一望できる」

（『読売新聞』2014．10.16．夕刊）
・「1874年完成の犬吠埼灯台からの眺望が素晴らしい」

（『読売新聞』2020．9 ．20．朝刊）

◇ 灯台への眺め
・「眼下に太平洋が迫る露天風呂。遠くには犬吠埼灯台」

（『朝日新聞』2005．1 ．20．朝刊）
・「眼下に広がる太平洋や犬吠埼灯台を眺めながらの露天風呂などが売
りの『グランドホテル磯屋』」� （『朝日新聞』2012．4 ．18．朝刊）
・「銚子市観光協会によると、観光スポットの犬吠埼灯台のライトアッ
プは1993年から始まった」� （『朝日新聞』2011．1 ．7 ．朝刊）
・「こいのぼりが飾り付けられた白い灯台をバックに記念撮影する家族
連れなどがみられた」� （『朝日新聞』2005．5 ．2 ．朝刊）
・「灯台上部から 3方向にロープを垂らして、イルミネーションをあし
らう」� （『朝日新聞』2007．12．23．朝刊）
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◇ 初日の出スポット
・「離島や富士山頂などを除き本州では最も早いとされる初日の出を拝
もうと、銚子市の犬吠埼灯台や…」� （『読売新聞』2011．1 ．4 ．朝刊）

・「本州の平地としては日本一早い初日の出が見られる銚子市の犬吠埼
灯台やその周辺には…」� （『朝日新聞』2010．1 ．3 ．朝刊）

「その他」の記述

・「特に銚子では長く市民の“子守歌”として親しまれてきた」
（『読売新聞』2007．9 ．6 ．朝刊）

・「風向きによって10キロ以上遠くまで聞こえる音は、のどかでゆった
りしており、どこか牛の鳴き声を思わせる。銚子市民にとっては『郷
愁を感じる音』だ」� （『朝日新聞』2007．11．29．朝刊）

・「銚子のシンボルである灯台が…」� （『朝日新聞』2014．11．16．朝刊）

（筆者作成）

謝
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本
論
文
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
に
、
様
々
な
方
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
犬
吠
埼
灯
台
に
関
す
る
活
動
等

に
つ
い
て
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
、
犬
吠
埼
ブ
ラ
ン
ト

ン
会
の
仲
田
博
史
様
、
銚
子
市
の
観
光
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
い
た
銚
子
市
役
所
観
光
商
工
課
の
林
宏
美
様
と（
一
社
）銚
子

市
観
光
協
会
の
吉
原
雅
樹
様
、
そ
し
て
上
記
の
3
名
の
方
々
を

ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
灯
台
の
参
観
事
業
な
ど
に

つ
い
て
幅
広
い
情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
、（
公
社
）燈
光
会

の
石
田
哲
生
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
協
力
な
し
で
は
卒
業
論
文
の
執
筆
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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日
本
最
初
の
洋
式
灯
台
で
あ
る
観
音
埼
灯
台
は
、
幕
末
の
江

戸
時
代
に
設
計
図
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
成
者
は
、
横
須

賀
製
鉄
所
の
建
築
課
長Louis Felix Florent

（
以
下
、
フ
ロ

ラ
ン
）
で
す
。
現
在
、
横
須
賀
市
自
然
人
文
博
物
館
に
保
管
さ

れ
て
い
る
こ
の
図
に
は
、
１
８
６
８
．
3
．
2
（
慶
応
４
年
２

月
９
日
）
の
日
付
に
フ
ロ
ラ
ン
の
サ
イ
ン
と
、
原
本
に
相
違
な

い
と
記
し
た
製
図
工
長Louis M
elingue

（
以
下
、メ
ラ
ン
グ
）

の
両
名
の
サ
イ
ン
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

図
の
作
成
時
期
は
、
日
本
の
灯
台
の
父
と
呼
ば
れ
る

Richard H
enry Brunton

（
以
下
：
ブ
ラ
ン
ト
ン
）
が
来
日

す
る
慶
応
４
年
６
月
20
日
（
１
８
６
８
．
8
．
8
）
の
５
ヶ
月

前
（
新
暦
で
換
算
）
に
当
た
り
ま
す
。

　

フ
ロ
ラ
ン
は
建
設
現
場
で
指
揮
を
取
り
、
明
治
２
年
１
月
１

日
（
１
８
６
９
．
２
．
１１
）
に
観
音
埼
灯
台
を
点
灯
さ
せ
ま
す
。

続
け
て
同
年
１２
月
２１
日
（
１
８
７
０
．
１
．
２２
）
に
野
島
埼
灯

台
、
翌
年
の
明
治
３
年
３
月
５
日
（
１
８
７
０
．
４
．
５
）
に

品
川
灯
台
、
同
年
８
月
１３
日
（
１
８
７
０
．
９
．
８
）
に
城
ケ

島
灯
台
と
計
４
基
の
灯
台
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

−

明
治
の
灯
台
の
話
（
番
外
編
２
題
）

−

1
．
お
雇
い
仏フ
ラ
ン
ス国

人
と

�
日
本
最
初
期
の
灯
台

灯 

台 

研 

究 

生

初代観音埼灯台の設計図
（横須賀市自然人文博物館所蔵）

Louis Felix Florent
（燈光会所蔵）
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で
し
た
。
こ
の
た
め
長
い
間
、４
基
の
灯
台
を
建
設
し
た
の
は
、

点
灯
告
示
に
名
前
が
あ
る
横
須
賀
製
鉄
所
の
所
長Francois 

Leonce V
erny

（
以
下
、ヴ
ェ
ル
ニ
ー
）
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

近
年
も
な
お
、
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
名
前
だ
け
が
掲
載
さ
れ
た
灯
台

の
記
念
誌
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
五
二
周
年
灯
台
記
念
日

を
祝
し
、
日
本
の
最
初
期
の
灯
台
を
建
設
し
た
フ
ロ
ラ
ン
他
お

雇
い
仏フ

ラ
ン
ス国
人
を
、
４
基
の
灯
台
の
秘
録
と
合
わ
せ
て
見
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

観
音
埼
灯
台

　

観
音
埼
灯
台
の
設
計
図
が
書
か
れ
た
直
後
の
慶
応
４
年
２
月

26
日
（
１
８
６
８
．
３
．
１９
）、
フ
ロ
ラ
ン
か
ら
元
上
司
で
あ

っ
たLeonce Reynaud

（
以
下
、
レ
イ
ノ
ー
総
監
）
へ
、
同

図
を
書
き
上
げ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
イ
ノ
ー
総

監
は
、
後
世
に
名
を
残
す
フ
ラ
ン
ス
の
土
木
局
総
監
で
フ
ラ
ン

ス
の
中
央
灯
台
部
長
を
兼
任
し
て
お
り
、
フ
ロ
ラ
ン
は
来
日
す

る
ま
で
中
央
灯
台
部
に
所
属
す
る
ベ
テ
ラ
ン
の
技
手
で
し
た
。

中
央
灯
台
部
は
土
木
局
に
属
し
、
フ
ロ
ラ
ン
は
土
木
局
の
公
共

事
業
の
各
種
工
事
を
始
め
、
各
地
の
灯
台
建
設
も
監
督
し
、
実

績
の
あ
る
逸
材
と
し
て
、
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
が
レ
イ
ノ
ー
総
監
へ
横

須
賀
製
鉄
所
の
建
築
課
長
の
派
遣
を
依
頼
し
た
際
、
選
ば
れ
た

の
が
フ
ロ
ラ
ン
だ
っ
た
の
で
す
。

　

パ
リ
の
フ
ラ
ン
ス
国
立
公
文
書
館
に
は
、
４
基
の
灯
台
建
設

に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
灯
台
局
長
に
宛
て
た
お
雇
い
仏
国
人
の
書

簡
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
品
川
灯
台
と
城
ケ

島
灯
台
の
設
計
図
も
含
ま
れ
、
品
川
灯
台
の
図
に
は
フ
ロ
ラ
ン

の
サ
イ
ン
の
脇
に
、
横
須
賀
製
鉄
所
の
石
工
頭
目T

heodore 
A
nquetil

（
以
下
、
ア
ン
ケ
チ
ー
ル
）
の
も
見
ら
れ
ま
す
。
横

浜
開
港
資
料
館
に
保
管
の
堤
家
所
蔵
文も

ん

書じ
ょ

及
び
横
須
賀
海
軍
船

廠
史
（
以
下
、
船
廠
史
）
に
は
、
品
川
・
城
ケ
島
の
両
灯
台
の

建
設
に
従
事
す
る
ア
ン
ケ
チ
ー
ル
の
名
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

日
本
の
最
初
期
の
灯
台
は
、
フ
ロ
ラ
ン
の
監
督
指
導
の
も
と

お
雇
い
仏
国
人
に
よ

り
建
設
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
後
、
ブ

ラ
ン
ト
ン
を
リ
ー
ダ

ー
と
す
る
英
国
人
の

指
導
に
よ
り
日
本
の

灯
台
政
策
は
推
し
進

め
ら
れ
、
フ
ロ
ラ
ン

ら
仏
国
人
の
功
績

は
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
の

よ
う
に
顧か

え
りみ
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

品川灯台の設計図
（フランス国立公文書館所蔵）
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下
、
野
帳
）
に
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
一
行
に
西
洋
絵
図
目も

く

論ろ

見み

方か
た

の
デ
ス
ン
ハ
イ
が
同
行
し
、
詳
細
な
仕
様
説
明
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
デ
ス
ン
ハ
イ
は
、
翌
年
の
野
島
埼
灯
台
の
現
地
下
見

に
も
、
フ
ロ
ラ
ン
と
入
札
業
者
ら
と
唯
一
同
行
し
て
い
た
こ
と

が
同
野
帳
に
見
ら
れ
ま
す
。
デ
ス
ン
ハ
イ
は
船
廠
史
で
は
、
建

築
課
製
図
職
デ
ス
バ
ー
ギ
ュ
と
記
録
さ
れ
、
横
須
賀
自
然
・
人

文
博
物
館
の
学
芸
員
菊
地
勝
弘
氏
に
よ
れ
ば
、
正
し
く
は

D
espagne

（
以
下
、
デ
ス
パ
ー
ニ
ュ
）
と
の
名
で
、
製
鉄
所

の
配
置
図
面
に
署
名
が
残
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
両
灯

台
の
工
事
前
に
、
建
築
課
の
製
図
担
当
と
し
て
現
地
に
赴
き
、

観
音
埼
で
は
仕
様
説
明
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
灯
台
の

建
設
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
船
廠

史
と
野
帳
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
デ
ス
パ
ー
ニ
ュ
は
慶
応
２
年
９

月
22
日
に
月
給
１
３
０
ド
ル
の
高
給
で
採
用
さ
れ
、
翌
年
に
は

伝
習
生
教
授
に
尽
力
し
た
と
し
て
月
給
２
０
０
ド
ル
が
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
明
治
２
年
５
月
に
は
、
そ
の
後
浮

標
が
設
置
さ
れ
た
久
里
浜
沖
の
座
礁
事
故
に
も
、
製
図
職
の
調

査
員
と
し
て
事
故
後
す
ぐ
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
雇
用
期
間

満
了
時
の
明
治
３
年
４
月
、
在
留
の
た
め
六
郷
川
の
鉄
橋
架
設

及
び
玉
川
水
道
改
良
等
の
計
画
書
を
管
轄
庁
で
あ
る
大
蔵
省
に

提
出
し
ま
す
が
、
採
用
さ
れ
ず
帰
国
し
て
い
ま
す
。
そ
の
行
動

は
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
が
帰
国
前
に
、
契
約
期
間
の
延
長
を
目
的
に
、

　

フ
ロ
ラ
ン
の
同
書
簡
に
は
、
観
音
埼
灯
台
の
詳
細
な
間
取
り

が
記
さ
れ
、
製
鉄
所
の
鉄
材
を
活
用
し
灯
籠
の
丸
天
井
（
ヴ
ォ

ー
ル
ト
の
代
用
）
を
組
み
立
て
る
こ
と
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、工
事
開
始
が
約
１
年
後
（
明
治
２
年
２
月
28
日
）

と
な
る
神
子
元
島
灯
台
の
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の

石
工
が
下
田
に
集
め
ら
れ
、
そ
の
動
向
は
フ
ラ
ン
ス
の
監
視
が

必
要
で
あ
る
と
書
か
れ
て
お
り
、
日
本
の
灯
台
政
策
に
潜
む
大

英
帝
国
の
動
き
に
、
強
い
警
戒
感
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
又
こ

の
時
期
は
戊
辰
戦
争
の
最
中
で
、
横
須
賀
製
鉄
所
の
母
体
で
あ

る
徳
川
幕
府
の
劣
勢
が
淡
々
と
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
製
鉄
所
は
新
政
府
の
管
理
下
と
な
り
、
慶
応
４
年

８
月
13
日
（
１
８
６
８
．
9
．
28
）
に
観
音
埼
灯
台
建
設
予
定

地
へ
、
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
と
建
設
工
事
入
札
業
者
ら
が
現
地
の
下
見

を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
、堤
家
所
蔵
文
書
の
御
普
請
中
野や

帳ち
ょ
う（
以

Leonce Reynaud
（フランス灯台歴史書
「PHARES」より）
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開
始
か
ら
３
ヶ

月
半
で
完
成
し

て
い
ま
す
。

　

横
須
賀
製
鉄

所
は
、
明
治
４

年
４
月
に
横
須

賀
造
船
所
と
改

称
さ
れ
、
翌
年

の
明
治
５
年
10

月
に
監
督
省
庁

が
工
部
省
か
ら

海
軍
省
に
な
り

ま
す
。
そ
の
際
に
提
出
さ
れ
た
４
基
の
灯
台
建
設
に
関
す
る
経

費
明
細
表
が
船
廠
史
に
掲
載
さ
れ
、
観
音
埼
灯
台
の
明
細
に
は

「
造
築
指
揮
ノ
為
メ
御
傭
仏
人
頭
目
三
箇
月
半
ノ
給
料
並
御
手

当
４
３
０
ド
ル
」
の
記
録
が
見
ら
れ
ま
す
。

野
島
埼
灯
台

　

前
記
の
野
帳
に
見
ら
れ
る
野
島
埼
の
工
事
前
の
現
地
下
見

は
、
明
治
元
年
12
月
29
日
（
１
８
６
９
．
2
．
10
）
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
旧
暦
の
た
め
、
こ
の
日
が
明
治
元
年
の
大
晦
日
で

し
た
。
観
音
埼
灯
台
点
灯
開
始
の
前
日
で
す
。
そ
の
一
週
間
前

横
浜
港
の
改
良
案
を
作
成
し
採
用
さ
れ
ず
帰
国
し
て
い
た
事
実

を
彷
彿
さ
せ
ま
す
。

　

観
音
埼
の
現
地
下
見
が
行
わ
れ
た
一
ヶ
月
後
、
い
よ
い
よ
工

事
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
の
観
音
埼
灯
台
の
起
工
日
が
、
今
日

で
は
日
本
の
灯
台
記
念
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
記
録
は
、

船
廠
史
や
野
帳
に
は
無
く
、
海
上
保
安
庁
が
保
管
す
る
観
音
埼

灯
台
経
歴
簿
に
の
み
見
ら
れ
ま
す
。
経
歴
簿
の
建
物
の
設
置
記

録
に
は
、
明
治
元
年
九
月
十
七
日
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
を
西
暦
に
直
す
と
１
８
６
８
年
11
月
１
日
と
な
り
ま

す
。
こ
の
11
月
１
日
が
灯
台
記
念
日
と
さ
れ
、
平
成
12
年
（
２

０
０
０
．
１１
）
か
ら
は
、
正
式
に
観
音
埼
灯
台
の
起
工
日
が
灯

台
記
念
日
と
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
日
本
燈
台
史
に
も

記
さ
れ
、
よ
く
間
違
え
ら
れ
る
起
工
日
が
明
治
元
年
１１
月
１
日

（
西
暦
で
は
１
８
６
８
．
12
．
14
）
で
あ
る
観
音
埼
灯
台
の
工

事
記
録
は
、
日
本
に
も
フ
ラ
ン
ス
に
も
存
在
し
ま
せ
ん
。

　

フ
ロ
ラ
ン
は
、
レ
イ
ノ
ー
総
監
宛
て
の
前
記
の
書
簡
で
、
観

音
埼
灯
台
の
工
事
に
は
、
自
ら
現
場
監
督
を
行
う
こ
と
を
書
い

て
い
ま
す
。
燈
光
昭
和
９
年
３
月
号
に
掲
載
の
岩
田
春
風
氏
の

回
顧
談
に
は
、
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
作
業
員
を
ス
テ
ッ
キ
で

ブ
チ
ノ
メ
ス
と
い
っ
た
観
音
埼
灯
台
の
工
事
現
場
で
の
フ
ロ
ラ

ン
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ロ
ラ
ン
の
厳
し
い

監
督
指
導
の
も
と
、
観
音
埼
灯
台
は
、
旧
暦
９
月
17
日
の
工
事

建設工事中の初代観音埼灯台
（フランス国立公文書館所蔵）
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を
備
え
、
野
島
崎
の
東
に
あ
る
布
良
の
暗
礁
帯
を
照
ら
し
て
い

る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
は
又
、
こ
の
日
本
初
と

な
る
２
基
の
灯
台
の
点
灯
を
、
日
本
政
府
が
領
事
に
通
知
（
告

示
）
し
な
い
の
は
、
沿
岸
の
灯
火
を
準
備
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
技
術
者
（
ブ
ラ
ン
ト
ン
）
の
操
作
に
あ
る
と
告
発
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
英
国
の
優
位
な
情
勢
の
中
で
抗
議
は
無
意
味

で
あ
る
と
、
古
代
の
騎
士
に
例
え
て
吐
露
し
て
い
ま
す
。

　

船
廠
史
の
記
載
で
は
、
野
島
埼
灯
台
の
工
事
開
始
は
、
翌
月

の
２
月
20
日
、
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
は
、
そ
の
翌
月
の
３
月
18
日
か
ら

約
１
年
間
フ
ラ
ン
ス
へ
一
時
帰
国
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
副

首
長
に
任
命
さ
れ
た
仏
国
海
軍
大
技
士Jules Cesar Claude 

T
hibaudier

（
以
下
、
チ
ボ
ヂ
ー
）
が
、
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
代
行

を
務
め
て
い
ま
す
。

　

フ
ロ
ラ
ン
は
、
野
島
埼
灯
台
の
工
事
に
も
現
場
に
て
直
接
指

揮
を
取
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
な
工
事
状
況
は
、
仮
設
灯
台
の
写

真
が
同
封
さ
れ
た
明
治
２
年
６
月
14
日
（
１
８
６
９
．
7
．

22
）付
の
レ
イ
ノ
ー
総
監
へ
の
書
簡
に
て
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

灯
台
の
煉
瓦
は
現
地
で
焼
成
し
て
い
た
こ
と
、
火
山
岩
の
台
地

を
灯
台
の
基
礎
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
、
灯
台
看
守
の
住
居
は

和
風
、
設
置
す
る
１
等
級
レ
ン
ズ
は
パ
リ
の
ソ
ー
タ
ー
社
製
で

目
地
が
不
良
の
欠
陥
品
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
知
ら
れ
ざ
る
事

実
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
観
音
埼
灯
台
の
点
灯
油
は
日
本
製

と
な
る
明
治
元
年
12
月
23
日
（
１
８
６
９
．
2
．
4
）
の
点
灯

開
始
の
非
公
表
の
記
録
が
、
フ
ロ
ラ
ン
の
功
績
記
録
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
時
の
灯
台
は
、
数
日
間
の
試
験
点
灯
を
経
て
、

正
式
に
点
灯
開
始
日
と
し
て
お
り
、
フ
ロ
ラ
ン
は
そ
れ
を
見
届

け
た
後
、
12
月
の
内
に
野
島
埼
に
赴
い
て
い
ま
す
。
野
島
埼
で

は
既
に
石
工
24
名
に
よ
る
灯
台
の
基
礎
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
も
、
同
野
帳
に
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
10
日
後
に
、
野
島
埼

の
先
端
に
木
造
の
仮
設
灯
台
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

観
音
埼
灯
台
の
点
灯
と
合
わ
せ
て
、
両
灯
火
の
点
灯
開
始
の

事
実
が
、
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
か
ら
レ
イ
ノ
ー
総
監
へ
、
明
治
２
年
１

月
12
日
（
１
８
６
９
．
2
．
22
）
付
の
書
簡
に
て
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
同
書
簡
に
は
、
こ
の
仮
設
灯
台
に
は
４
等
級
レ
ン
ズ

を
設
置
し
、
そ
の
中
に
は
口
径
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
反
射
灯

野島埼の仮設灯台
（フランス国立公文書館蔵）
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ラ
ン
グ
は
、
慶
応
２
年
に
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
の
各
造
船

所
か
ら
採
用
し
た
職
員
の
一
人
で
、
採
用
前
は
ブ
レ
ス
ト
造
船

所
海
軍
二
等
上
等
技
工
で
し
た
。
灯
台
に
関
わ
る
記
録
は
、
観

音
埼
灯
台
の
設
計
図
し
か
今
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
フ

ロ
ラ
ン
が
レ
イ
ノ
ー
総
監
に
送
っ
た
房
州
野
島
埼
の
版
画
が
、

フ
ラ
ン
ス
の
メ
ラ
ン
グ
家
に
も
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

フ
ロ
ラ
ン
、
メ
ラ
ン
グ
、
デ
ス
パ
ー
ニ
ュ
が
一
堂
に
写
さ
れ
た

写
真
も
同
家
に
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
横
須
賀
自
然
・
人

文
博
物
館
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
菜
種
油
で
、横
浜
の
仏
人
業
者
が
精
製
し
た
も
の
を
購
入
し
、

横
須
賀
で
試
し
た
後
に
灯
台
で
点
灯
さ
せ
て
い
た
こ
と
、
灯
台

の
鋳
鉄
製
の
階
段
は
製
鉄
所
の
工
場
で
作
ら
れ
た
日
本
製
で
あ

っ
た
こ
と
、
灯
台
看
守
の
住
居
が
日
本
に
於
い
て
最
も
安
全
で

最
上
級
の
清
潔
感
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
、
伝
え
ら
れ
な

か
っ
た
日
本
の
最
初
期
の
灯
台
の
実
態
が
確
認
で
き
ま
す
。
日

本
燈
台
史
に
は
、「
初
期
の
灯
台
に
は
、
清
国
産
の
落
花
生
油

が
用
い
ら
れ
た
」（
ｐ
．
２
７
１
灯
器
）
と
あ
り
ま
す
が
、
実

際
は
日
本
製
の
菜
種
油
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ブ
ラ
ン
ト
ン
が
当

初
認
め
て
い
な
か
っ
た
日
本
製
の
レ
ン
ガ
は
、
フ
ロ
ラ
ン
は
横

須
賀
製
鉄
所
で
の
良
好
な
結
果
を
踏
ま
え
、
最
初
の
観
音
埼
灯

台
か
ら
採
用
し
、
野
島
埼
灯
台
で
は
現
地
で
焼
成
し
て
い
た
も

の
ま
で
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
書
簡
が
書
か
れ
た
同
月
、
前
記
の
久
里
浜
沖
の
座
礁
事

故
で
そ
の
後
計
画
さ
れ
た
浮
標
が
、
フ
ロ
ラ
ン
の
指
導
の
も
と

製
造
さ
れ
、
同
年
７
月
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
船
廠
史
に
は

「
軽
便
精
巧
其そ

の

費
用
モ
亦ま

た

少
額
ニ
シ
テ
頗す

こ
ぶル

好
評
ヲ
博
セ
リ
」

と
灯
台
技
手
の
経
験
と
知
識
を
活
か
し
、
同
浮
標
が
設
置
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

船
廠
史
に
よ
れ
ば
、
観
音
埼
灯
台
の
設
計
図
に
署
名
し
て
い

た
製
図
工
長
の
メ
ラ
ン
グ
が
、
野
島
埼
灯
台
の
建
設
中
の
明
治

２
年
11
月
21
日
に
契
約
期
間
が
満
了
し
帰
国
し
て
い
ま
す
。
メ

フロラン（前列右端）とデスパーニュ（後列右端）と
メラング（後列左端）

（横須賀自然人文博物館提供）
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品
川
灯
台

　

品
川
灯
台
建
設
予
定
の
知
ら
せ
は
、
野
島
崎
灯
台
の
完
成
と

合
わ
せ
て
、
チ
ボ
ヂ
ー
か
ら
レ
イ
ノ
ー
総
監
へ
、
明
治
２
年
12

月
27
日
（
１
８
７
０
．
1
．
28
）
付
の
書
簡
に
て
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
同
書
簡
に
は
、
野
島
埼
灯
台
の
高
塔
は
灯
台
の
設
置

委
員
会
か
ら
の
要
請
で
造
ら
さ
れ
た
こ
と
、
煉
瓦
の
高
塔
に
地

震
被
災
を
懸
念
し
て
い
た
こ
と
、
品
川
灯
台
の
器
械
は
フ
ラ
ン

ス
の
レ
ポ
ー
氏
（H

enry Lepalte

）
に
依
頼
し
て
い
た
こ
と

な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

冒
頭
で
紹
介
し
た
品
川
灯
台
の
設
計
図
に
は
、
フ
ロ
ラ
ン
の

サ
イ
ン
に
１
８
６
９
．
12
．
20
（
明
治
２
年
11
月
18
日
）
の
作

成
日
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
付
は
、
野
島
埼
灯
台
完
成

の
約
一
ヶ
月
前
に
当
た
り
ま
す
。
フ
ロ
ラ
ン
は
、
製
鉄
所
内
の

施
設
工
事
と
並
行
し
、
休
み
な
く
各
地
の
灯
台
設
置
に
元
灯
台

技
手
と
し
て
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
明
治
３
年

１
月
７
日
の
工
事
入
札
に
は
、
お
雇
い
仏
国
人
か
ら
は
フ
ロ
ラ

ン
が
立
ち
会
っ
た
記
録
が
野
帳
に
見
ら
れ
ま
す
。
落
札
者
は
堤

家
の
手
配
の
蔵
田
清
右
衛
門
で
す
。
こ
の
た
め
、
堤
家
所
蔵
文

書
に
は
品
川
灯
台
完
成
ま
で
の
克
明
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
品
川
灯
台
の
設
計
図
に
サ
イ
ン
を
し
た
石
工
頭
目
ア
ン
ケ

チ
ー
ル
が
、
現
場
に
詰
め
て
工
事
を
監
督
し
て
い
た
こ
と
、
製

　

野
島
埼
灯
台
は
メ
ラ
ン
グ
帰
国
の
約
一
ヶ
月
後
に
完
成
し
ま

す
。
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
代
行
を
務
め
る
チ
ボ
ヂ
ー
の
名
で
点
灯
開

始
の
告
示
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
始
日
は
、
明
治
２
年
12
月

21
日
（
１
８
７
０
．
1
．
22
）
で
す
。
し
か
し
、
船
廠
史
に
掲

載
の
告
示
文
は
、
明
治
２
年
12
月
19
日
（
１
８
７
０
．
1
．

20
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
も
野
島
埼
灯
台
に
あ
る

石
板
の
記
念
額
に
は
、
日
本
語
で
明
治
己

つ
ち
の
と

巳み

季
（
明
治
２
年
）

12
月
18
日
、
フ
ラ
ン
ス
語
でCe Phare a ete allum
e le

19  
Janvier 1870

（
こ
の
灯
台
は
１
８
７
０
年
1
月
19
日
に
点
灯

さ
れ
た
）
と
、
わ
ず
か
の
違
い
で
す
が
、
野
島
埼
灯
台
に
は
３

つ
の
点
灯
開
始
の
日
付
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

野島埼灯台の記念額
（野島埼灯台内に設置）
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灯
台
の
設
計
図
は
、
こ
の
書
簡
に
同
封
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ロ
ラ
ン
は
自
ら
、
灯
台
職
員
の
教
育
を
行
っ
て
い

た
こ
と
が
、
品
川
灯
台
の
最
初
の
灯
台
看
守
「
次
助
」
が
堤
家

に
宛
て
た
書
状
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。
書
状
に
は
、
灯
台
本
体

と
ラ
ン
プ
等
を
、
気
を
付
け
て
大
切
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
を
フ

ロ
ラ
ン
に
伝
え
て
く
れ
る
よ
う
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

フ
ロ
ラ
ン
の
来
所
を
待
ち
わ
び
て
い
た
り
、
フ
ロ
ラ
ン
か
ら
贈

り
物
を
も
ら
う
な
ど
親
密
な
関
係
も
見
ら
れ
ま
す
。
フ
ロ
ラ
ン

に
は
レ
イ
ノ
ー
総
監
か
ら
灯
台
の
業
務
に
関
す
る
数
冊
の
教
本

が
送
ら
れ
て
お
り
、
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
か
ら
レ
イ
ノ
ー
総
監
へ
の
書

簡
で
は
、
フ
ロ
ラ
ン
が
観
音
埼
灯
台
の
看
守
に
と
て
も
満
足
し

て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
製
鉄
所
内
で
灯
台

の
専
門
知
識
が
あ
る
の
は
フ
ロ
ラ
ン
だ
け
の
た
め
、
灯
台
職
員

の
教
育
係
は
必
須
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

城
ケ
島
灯
台

　

前
記
の
フ
ロ
ラ
ン
か
ら
レ
イ
ノ
ー
総
監
へ
城
ケ
島
灯
台
の
設

計
図
が
送
ら
れ
た
際
、
城
ケ
島
灯
台
は
品
川
灯
台
と
ほ
ぼ
同
じ

形
状
の
予
定
だ
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
灯
台
は
煉

瓦
造
で
は
な
く
石
造
の
計
画
で
、
既
に
製
鉄
所
内
に
石
材
は
準

備
済
み
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
煉
瓦
で
造
ら

れ
て
い
ま
す
。
変
更
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
す
。
書
簡
で
は
、

鉄
所
の
役
人
が
ア
ン
ケ
チ
ー
ル
と
作
業
員
ら
日
本
人
と
の
仲
介

に
四
苦
八
苦
し
て
い
た
こ
と
、
毎
晩
労ね

ぎ
らい

の
酒
盛
り
が
催
さ
れ

て
い
た
こ
と
な
ど
、
現
場
の
実
態
が
リ
ア
ル
に
綴
ら
れ
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
野
島
埼
灯
台
の
工
事
は
他
者
が
落
札
し
て
い

ま
す
が
、
堤
家
所
蔵
文
書
に
は
、
灯
台
の
設
計
図
を
は
じ
め
野

島
埼
灯
台
の
多
く
の
工
事
関
係
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ロ
ラ
ン
は
、
品
川
灯
台
の
点
灯
開
始
の
５
日
前
と
な
る
明

治
３
年
３
月
１
日
（
１
８
７
０
．
4
．
1
）
に
、
完
成
検
査
の

た
め
、
築
地
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
、
特
別
仕
様
の
屋
根
付
き
の

通
船
で
現
場
に
赴
い
て
い
ま
す
。
品
川
灯
台
の
点
灯
開
始
の
知

ら
せ
は
、
フ
ロ
ラ
ン
か
ら
レ
イ
ノ
ー
総
監
へ
、
明
治
３
年
４
月

12
日
（
１
８
７
０
．
5
．
12
）
付
の
書
簡
に
て
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
フ
ロ
ラ
ン
の
サ
イ
ン
が
記
さ
れ
た
品
川
と
城
ケ
島
の
両

初代野島埼灯台の設計図
（堤家所蔵文書）
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台
に
は
、
チ
ボ
ヂ
ー
が
品
川
灯
台
用
と
し
て
依
頼
し
た
器
械
が

設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
両
灯
台
の
器
械
（
レ
ン
ズ
等
）
は
、
書
簡
や
設
計
図
、

点
灯
開
始
の
告
示
や
本
邦
初
の
明
治
５
年
の
灯
台
表
も
す
べ
て

４
等
級
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
の
明
治
７
年
の
灯
台
表
か
ら

以
降
、
器
械
は
そ
の
ま
ま
で
５
等
級
に
変
更
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
品
川
灯
台
の
当
時
の
レ
ン
ズ
は
、
現
在
明
治
村
の
品
川
灯

台
内
に
現
存
し
、
城
ケ
島
と
同
じ
と
見
ら
れ
る
レ
ポ
ー
社
製
の

レ
ン
ズ
で
、
同
村
へ
の
移
築
工
事
報
告
に
あ
る
レ
ン
ズ
の
図
面

を
調
べ
る
と
、
意
外
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
レ
ン
ズ
の
高

さ
は
６
５
２
・
２
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
４
等
級
の
７
２
２
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
よ
り
若
干
低
い
高
さ
で
す
が
、
焦
点
距
離
は
１
７
８
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
で
４
等
級
の
２
５
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
は
程
遠
く
、

品
川
、
城
ケ
島
の
両

灯
台
は
、Phare

（
灯

台
）
で
は
な
く
、

Fanal
（
標
識
灯
）

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

船
廠
史
に
は
、
明

治
３
年
６
月
15
日

に
、
フ
ロ
ラ
ン
と
製

鉄
所
総
括
で
あ
っ
た

山
尾
庸
三
が
、
製
鉄

所
の
横
須
賀
丸
に
便

乗
し
、
城
ケ
島
灯
台

の
位
置
選
定
を
行
っ
た
と
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
チ
ボ
ヂ
ー

が
以
前
フ
ラ
ン
ス
へ
依
頼
し
た
灯
台
の
器
械
が
間
も
な
く
到
着

す
る
た
め
行
わ
れ
た
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
チ
ボ
ヂ
ー
は
レ

イ
ノ
ー
総
監
へ
の
書
簡
の
中
で
、品
川
灯
台
の
設
置
に
あ
た
り
、

フ
ラ
ン
ス
の
レ
ポ
ー
社
に
器
械
を
依
頼
し
て
い
ま
す
が
、
船
廠

史
で
は
、
そ
の
書
簡
と
同
じ
日
の
明
治
２
年
12
月
27
日
に
、
品

川
灯
台
は
野
島
埼
の
仮
設
灯
台
を
再
利
用
す
る
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。器
械
の
依
頼
か
ら
約
３
ヶ
月
後
に
点
灯
開
始
し
て
お
り
、

当
時
の
船
便
に
よ
る
器
械
の
注
文
か
ら
到
着
ま
で
を
考
慮
す
れ

ば
、
品
川
灯
台
は
野
島
埼
の
仮
設
灯
台
の
器
械
で
、
城
ケ
島
灯

初代城ケ島灯台の設計図
（フランス国立公文書館所蔵）

品川灯台のレンズ断面図
（明治村品川灯台の

移築工事報告添付図より）
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２１
（
１
８
８
８
）
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
功
労
者
に
与
え
ら

れ
る
最
高
勲
章
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル（Legion d`honneur

）

第
五
等
勲
章
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、明
治
26
年（
１

８
９
３
）
年
に
は
日
本
に
お
け
る
功
績
に
対
し
勲
四
等
旭
日
章

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
外
国
人
叙
勲
資
料
集
成
の
フ
ロ
ラ
ン
の
叙

勲
議
案
に
は
次
の
功
績
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
ト
締
結
シ
タ
ル
条
約
書
中
ニ
灯
台
建
築
ノ
件
記
載
無

キ
モ
、
前
記
ノ
諸
工
事
（
製
鉄
所
内
工
事

製
鉄
所
内
工
事
）
中
日
本
ニ
於
テ
始

メ
テ
設
置
シ
タ
ル
左
ノ
灯
台
ノ
建
築
ヲ
担
任
シ
、
其
点
火
器
械

モ
亦
自
カ
ラ
装
置
セ
リ
、

第
一　

観
音
埼
灯
台 

１
８
６
９
年
２
月
４
日
ヨ
リ
点
火

　
　
　
（
日
本
ニ
於
ケ
ル
第
一
ノ
灯
台
）

第
二　

野
島
埼
灯
台 

１
８
７
０
年
１
月
19
日
ヨ
リ
点
火

第
三　

東
京
湾
灯
台 

１
８
７
０
年
４
月
５
日
ヨ
リ
点
火

第
四　

城
ケ
島
灯
台 

１
８
７
０
年
９
月
８
日
ヨ
リ
点
火

　　

観
音
埼
灯
台
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
最
初
期
の
４
基
の
灯
台

を
建
築
し
点
灯
さ
せ
た
の
は
フ
ロ
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
を
、
日
本

政
府
は
そ
の
功
績
を
称
え
公
式
に
認
め
て
い
ま
す
。

　

５
等
級
の
１
８
７
・
5
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
近
い
規
格
外
の
レ
ン

ズ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
明
治
５
年
１
月
に
製
鉄
所

か
ら
燈
台
寮
に
４
基
の
灯
台
が
移
管
さ
れ
、
後
年
に
こ
の
事
実

が
判
明
し
、
灯
台
表
の
表
示
が
変
更
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

城
ケ
島
灯
台
も
品
川
灯
台
と
全
く
同
じ
よ
う
に
、
ア
ン
ケ
チ

ー
ル
が
工
事
監
督
を
行
い
、
フ
ロ
ラ
ン
の
完
成
検
査
を
経
て
、

点
灯
開
始
し
た
こ
と
が
船
廠
史
に
見
ら
れ
ま
す
。
ア
ン
ケ
チ
ー

ル
は
、
そ
の
２
年
後
の
明
治
５
年
９
月
９
日
に
病
死
し
て
い
ま

す
。
慶
応
２
年
３
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
造
船
所
か

ら
石
工
頭
目
と
し
て
採
用
さ
れ
来
日
し
、
通
算
７
年
間
の
功
労

に
対
し
、遺
族
へ
高
額
の
７
０
０
ド
ル
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ロ
ラ
ン
は
、
４
基
の
灯
台
が
燈
台
寮
へ
の
移
管
が
決
定
し

た
明
治
４
年
12
月
に
、
工
部
省
製
鉄
寮
の
東
京
芝
の
赤
羽
工
場

（
後
の
赤
羽
製
作
所
）
に
築
造
師
長
と
し
て
移
り
ま
す
。
そ
の

翌
月
、
明
治
政
府
か
ら
灯
台
築
造
の
功
労
に
対
し
褒
状
と
報
奨

金
４
０
０
ド
ル
が
贈
ら
れ
て
い

ま
す
。
移
動
後
は
、
兵
庫
長
崎

両
製
作
所
の
関
連
工
事
も
手
掛

け
、
明
治
７
（
１
８
７
４
）
年

４
月
に
呼
吸
器
系
を
患
い
帰
国

し
て
い
ま
す
。
帰
国
後
の
明
治

石工頭目アンケチール
（職員集合写真より）
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参
照
燈
光
記
事

・
１
９
９
９
年
５
月
号

　
　

初
代
観
音
埼
・
野
島
埼
両
灯
台
設
計
図
の
確
認

・
１
９
９
９
年
６
・
７
月
号

　
　

堤
芳
正
家
所
蔵
文
書
に
残
る
灯
台
関
係
資
料

・
１
９
９
９
年
８
月
号

　
　

図
面
と
初
代
観
音
埼
灯
台
に
つ
い
て

・
１
９
９
９
年
12
月
号

　
　

初
代
観
音
埼
灯
台
を
訪
ね
て 

フ
ラ
ン
ス
灯
台
紀
行

・
２
０
０
１
年
１
～
３
月
号

　

�　

初
代
観
音
埼
灯
台
設
計
者
「
ル
イ
・
フ
ロ
ラ
ン
」
の
展
示

会
開
催

・
２
０
０
５
年
10
月
号

　
　

明
治
の
灯
台
の
話
（
８
）
観
音
埼
灯
台

・
２
０
０
６
年
２
月
号

　
　

明
治
の
灯
台
の
話
（
９
）
野
島
埼
灯
台

・
２
０
０
６
年
４
～
５
月
号

　
　

明
治
の
灯
台
の
話
（
10
）
品
川
灯
台

・
２
０
０
６
年
10
～
11
月
号

　
　

明
治
の
灯
台
の
話
（
11
）
城
ケ
島
灯
台

　　

　
（
明
治
の
灯
台
の
話
番
外
編

�

お
雇
い
仏フ

ラ
ン
ス国
人
と
日
本
最
初
期
の
灯
台
）

※
付
記

　

明
治
16
年
７
月
に
石
川
県
の
能
登
半
島
に
建
設
さ
れ
た
禄
剛

埼
灯
台
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
設
計
と
今
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、日
本
の
灯
台
事
業
に
関
係
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
記
録
は
、

今
回
の
横
須
賀
製
鉄
所
の
お
雇
い
仏フ

ラ
ン
ス国
人
以
降
、
全
く
見
ら
れ

な
い
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

晩年のフロラン
（燈光会所蔵）
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和　暦 西　暦 日本の灯台建設に従事したお雇い仏国人主要事項 ブラントン関連
慶応
02.__ 1866.__ 03.01 アンケチール採用、04.25 メラング採用、

07.23 フロラン採用、09.12 デスパーニュ採用
04.02.09 1868.03.02 フロランとメラング 観音埼灯台の設計図を作成 04.02.02 採用
.02.26 .03.19 フロランからレイノー総監へ書簡送付（観音埼図面作成ほか）
.08.13 .09.28 ヴェルニーとデスパーニュ 観音埼へ工事入札業者らと現地下見 　.06.20 来日

明治
01.09.17 1868.11.01 観音埼灯台工事開始（今日の灯台記念日）
.12.23 .02.04 観音埼灯台点灯開始（フロラン叙勲資料記載）
.12.29 .02.10 フロランとデスパーニュ 野島埼へ工事入札業者らと現地下見
02.01.01 1869.02.11 観音埼灯台点灯開始（太政官告示）
.01.10 .02.20 野島埼仮設灯台設置
.01.12 .02.22 ヴェルニーからレイノー総監へ書簡送付（観音埼点灯報告ほか）
.02.20 .04.01 野島埼灯台工事開始 .02.28 

神子元島灯台
工事開始.03.18 .04.29 ヴェルニー一時帰国（至03.02.12）

.06.14 .07.22 フロランからレイノー総監へ書簡送付（野島埼工事報告ほか）

.11.18 .12.20 フロランとアンケチール 品川灯台の設計図を作成 .11.19 
本牧灯船点灯

.11.21 .12.23 メラング帰国
.12.21 1870.01.22 野島埼灯台点灯開始（太政官告示）

12.18 灯台記念額日付、12.19 船廠史記録日付
.12.27 .01.28 チボヂーからレイノー総監へ書簡送付（野島埼設置報告ほか）

03.01.07 .02.07 品川灯台工事入札
.02.08 .03.09 品川灯台工事開始（工事監督アンケチール）
.03.01 .04.01 フロラン 品川灯台落成検査を実施
.03.05 .04.05 品川灯台点灯開始（太政官告示）
.04.12 .05.12 フロランからレイノー総監へ書簡送付（品川灯台点灯報告ほか）
.04.__ .05.__ デスパーニュ帰国
.06.15 .07.11 フロランと山尾庸三 城ヶ島灯台位置選定を実施 .06.10 

樫野埼灯台
点灯.08.12 .09.07 フロラン 城ケ島灯台落成検査を実施（工事監督アンケチール）

.08.13 .09.08 城ヶ島灯台点灯開始（太政官告示） .11.11 
神子元島灯台
点灯04.04.07 1871.05.25 横須賀製鉄所が横須賀造船所に改称

.12.02 1872.01.11 フロラン 製鉄寮赤羽工場（後の赤羽製作所）建築師長に転出
05.01.12 1872.02.20 観音埼ほか ３基の灯台が製鉄所から燈台寮へ移管
.09.09 .10.11 アンケチール病死

07.04.__ 1874.04.__ フロラン帰国（フロラン叙勲資料記載）
21.__ 1888.__ フロラン レジオン・ドヌール第五等勲章授与
26.10. 1893.10. フロラン 勲四等旭日章授与

33.08.24 1900.08.24 フロラン逝去（行年70歳）
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８
月
晦
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
九
州
支
社
の
前
田

美
基
様
か
ら
、
鞍
埼
灯
台
の
ハ
リ
ハ
ン
に
関
す
る
質
問
を
受
け

ま
し
た
。
同
灯
台
の
ハ
リ
ハ
ン
の
形
状
が
、
三
角
形
と
四
角
形

の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
内
容
で
し

た
。
宮
崎
県
の
灯
台
を
取
り
上
げ
る
番
組
取
材
の
中
で
生
じ
た

疑
問
だ
っ
た
よ
う
で
、
当
日
立
ち
会
っ
た
宮
崎
海
上
保
安
部
の

Ｋ
次
長
が
答
え
ら
れ
ず
、
同
期
で
も
あ
る
灯
台
研
究
生
な
ら
分

か
る
だ
ろ
う
と
の
差
し
金
で
し
た
。
前
田
様
か
ら
の
突
然
の
電

話
に
小
生
も
即
答
で
き
ず
、
不
甲
斐
な
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、
灯

台
の
ハ
リ
ハ
ン
に
つ
い
て
は
、
以
前
少
し
調
べ
て
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
機
会
に
調
べ
直
し
て
み
よ
う
と
、
そ
の

場
で
前
田
様
に
お
約
束
し
、
限
ら
れ
た
期
間
で
し
た
が
調
べ
て

み
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、小
生
も
初
め
て
知
る
事
実
も
多
く
、

前
田
様
の
了
解
を
得
て
、
回
答
し
た
も
の
に
手
を
加
え
、
一
部

修
正
し
、拙
稿
の
番
外
編
と
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

灯
籠
の
ガ
ラ
ス
部
で
あ
る
ハ
リ
ハ
ン
（
は
り
板は

ん

、
又
は
玻は

璃り

板は
ん

）
の
形
状
は
、
三
角
形
と
四
角
形
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
ハ
リ
ハ
ン
を
支
え
る
骨こ

っ

子し

が
斜
め
か
垂
直
か
の
違
い
に
よ

る
も
の
で
す
。
双
方
の
使
い
分
け
は
、
明
治
期
の
資
料
に
書
か

れ
た
も
の
が
な
く
、
大
正
３
年
発
行
の
灯
台
技
術
書
で
あ
る
石

川
源
二
著
の
「
燈と

う

臺だ
い

」
に
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

燈
籠
骨
子
ハ
多
ク
真
鍮
製
ニ
シ
テ
之
ガ
組
立
方
種
々
ア
リ
、
現

今
閃
光
式
燈
器
ニ
於
テ
ハ
骨
子
ヲ
垂
直
及
水
平
即
チ
矩く

形け
い

（
長

方
形
）
ト
ナ
シ
、
不
動
燈
ニ
ハ
之
ヲ
傾
斜
セ
シ
メ
テ
三
角
形
ト

ナ
ス
、
不
動
燈
ニ
垂
直
骨
子
ヲ
用
ヒ
点
火
ス
ル
時
ハ
、
燈
光
垂

直
状
ヲ
ナ
シ
テ
発
射
ス
ル
爲
メ
、
光
線
骨
子
に
遮
ラ
ル
ル
ノ
恐

レ
ア
リ
、
之
ガ
タ
メ
１
８
４
６
年
「
ア
ラ
ン 

ス
テ
ベ
ン
ソ
ン
」

氏
ハ
骨
子
ヲ
傾
斜
セ
シ
メ
、
且
ツ
真
鍮
又
ハ
青
銅
ヲ
用
ヒ
、
其

断
面
積
ノ
減
少
ヲ
工
夫
セ
リ
。

2�
．
明
治
期
灯
台
の

ハ
リ
ハ
ン
の
形
状
に
つ
い
て

灯 

台 

研 

究 

生

緊急用のハリハン
（ストロンペン）と

取付部材（「燈臺」付図より）
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に
比
べ
、
回
転
速
度
が
極
端
に
速
く
な
り
ま
し
た
。
馬
島
灯
台

以
降
は
、
水
銀
槽
の
回
転
装
置
が
採
用
さ
れ
て
い
き
、
旧
式
の

回
転
装
置
も
時
代
と
と
も
に
変
更
さ
れ
、
大
正
10
年
に
は
回
転

灯
の
名
称
が
閃
光
灯
に
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
記
の
灯
台
技

術
書
は
、
回
転
灯
と
閃
光
灯
が
区
別
さ
れ
て
い
た
時
期
の
も
の

で
す
。（
水
銀
槽
の
最
初
は
経
ヶ
岬
灯
台
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

水
銀
槽
の
灯
台
で
は
馬
島
灯
台
が
明
治
31
年
5
月
、
レ
ン
ズ
を

交
換
し
た
金
華
山
灯
台
が
同
年
８
月
、
経
ヶ
岬
灯
台
は
同
年
12

月
で
実
際
は
３
番
目
で
す
。
経
ヶ
岬
の
水
銀
槽
は
、
最
初
に
輸

入
し
た
も
の
で
、
馬
島
と
金
華
山
の
水
銀
槽
は
、
そ
の
舶
来
の

水
銀
槽
を
模
倣
し
た
国
産
の
も
の
で
す
。）

　　

以
下
、
灯
台
技
術
書
の
基
準
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
明
治
期
灯

台
の
ハ
リ
ハ
ン
の
形
状
と
灯
火
の
関
係
性
に
つ
い
て
調
べ
た
も

の
で
す
。

　　

最
初
の
観
音
埼
灯
台
ほ
か
日
本
最
初
期
の
灯
台
は
、
フ
ラ
ン

ス
人
の
灯
台
技
術
者
フ
ロ
ラ
ン
が
設
置
し
た
以
下
の
４
基
の
灯

台
で
す
。
ハ
リ
ハ
ン
は
ど
れ
も
四
角
形
で
す
が
、
４
基
と
も
不

動
灯
で
、大
正
期
の
技
術
書
の
基
準
に
は
合
致
し
て
い
ま
せ
ん
。

（
写
真
の
説
明
の
等
級
と
灯
光
は
灯
台
設
置
時
の
も
の
）

　

　

こ
の
灯
台
技
術
書
に
、
灯
籠
の
ハ
リ
ハ
ン
は
閃
光
灯
に
は
四

角
形
、
不
動
灯
に
は
三
角
形
の
使
い
分
け
が
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
閃
光
灯
と
不
動
灯
に
つ
い
て
は
、
同
技
術
書
に
次
の
と
お

り
見
ら
れ
ま
す
。

　
閃
光
燈　

一
定
時
間
ニ
閃
光
ヲ
閃
発
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ 

暗
黒

ノ
存
続
ハ 

閃
光
ノ
存
続
ヨ
リ
モ
長
キ
モ
ノ
ヲ
云
フ
、
旧
式
ノ

閃
光
器
械
ハ
其
回
転
遅
延
ナ
ル
タ
メ 

回
転
中
ニ
漸
次
光
力
ヲ

増
加
シ 

其
頂
点
ニ
達
ス
レ
バ 
又
漸
次
光
力
ヲ
減
ジ 

遂
ニ
暗
黒

ニ
至
ル
モ
ノ
ニ
テ 

此
ノ
如
キ
燈
光
ヲ
回
転
燈
ト
称
シ　

新
式

ノ
閃
光
燈
ト
区
別
シ
居
レ
リ

不
動
燈　

一
定
ノ
角
度
間 

一
定
ノ
燈
色
ト
光
力
ト
ヲ
持
続
シ 

間
断
ナ
ク
照
輝
ス
ル
燈
火
ヲ
云
フ

　　

日
本
の
最
初
期
の
灯
台
は
、
最
初
の
観
音
埼
灯
台
を
は
じ
め

多
く
が
不
動
灯
で
し
た
。
そ
の
直
後
に
、
レ
ン
ズ
を
回
転
さ
せ

る
回
転
灯
が
採
用
さ
れ
、
両
灯
火
が
長
く
併
用
さ
れ
た
後
、
明

治
31
年
５
月
に
日
本
最
初
の
閃
光
灯
の
馬
島
灯
台
が
誕
生
し
ま

す
。
閃
光
灯
と
回
転
灯
の
違
い
は
、
レ
ン
ズ
を
回
転
さ
せ
る
装

置
の
違
い
で
し
た
。
馬
島
灯
台
の
回
転
装
置
に
は
、
水
銀
槽
が

用
い
ら
れ
、
轉て

ん

轆ろ
く

（
ロ
ー
ラ
ー
）
を
使
っ
て
い
た
旧
来
の
装
置
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リ
ハ
ン
は
不
動
灯
５
基
、
回
転
灯
は
１
基
で
、
フ
ロ
ラ
ン
の
灯

台
と
同
じ
大
半
が
基
準
に
反
す
る
不
動
灯
で
す
。
こ
の
四
角
形

の
ハ
リ
ハ
ン
の
灯
台
に
は
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
６
基
の
灯
台

は
全
て
、
日
本
人
の
要
請
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
灯
台
で
す
。
ま

た
、
灯
台
は
石
造
で
は
な
く
、
木
造
ま
た
は
レ
ン
ガ
造
の
小
型

の
灯
台
で
す
。

　

条
約
灯
台
と
呼
ば
れ
る
ブ
ラ
ン
ト
ン
が
計
画
し
て
建
て
た
灯

　

そ
の
後
の
ブ
ラ
ン
ト
ン
（
イ
ギ
リ
ス
人
）
の
灯
台
の
ハ
リ
ハ

ン
は
、
25
基
の
う
ち
三
角
形
は
19
基
、
四
角
形
は
６
基
で
、
三

角
形
の
ハ
リ
ハ
ン
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

ブ
ラ
ン
ト
ン
の
三
角
形
の
ハ
リ
ハ
ン
は
、
不
動
灯
14
基
、
回

転
灯
５
基
で
基
準
に
合
う
も
の
が
多
い
で
す
が
、
四
角
形
の
ハ

野島埼_02.12
1 等級　不動灯

犬吠埼_07.11
1 等級　回転灯

石廊埼_04.08
5 等級　不動灯

観音埼_02.01
3 等級　不動灯

品川_03.03
4 等級　不動灯

角島_09.03
1 等級　回転灯

部埼_05.01
4 等級　不動灯

神子元島_03.11
1 等級　不動灯

天保山_05.08
4 等級　不動灯

城ケ島_03.08
4 等級　不動灯
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台
は
、
不
動
灯
も
閃
光
灯
も
関
係
な
く
ハ
リ
ハ
ン
は
す
べ
て
三

角
形
で
す
。
構
造
は
石
造
、
又
は
鉄
造
で
頑
丈
に
造
ら
れ
、
多

く
が
大
型
の
灯
台
で
す
。
フ
ロ
ラ
ン
や
ブ
ラ
ン
ト
ン
ら
お
雇
い

外
国
人
の
灯
台
の
ハ
リ
ハ
ン
は
、
技
術
書
の
基
準
と
異
な
る
使

い
分
け
が
見
ら
れ
ま
す
。

　　

ブ
ラ
ン
ト
ン
帰
国
後
、
明
治
10
年
代
（
10
～
19
年
）
の
灯
台

20
基
の
ハ
リ
ハ
ン
は
、
三
角
形
は
９
基
、
四
角
形
も
９
基
、
不

明
１
基
、
三
角
形
と
四
角
形
を
混
合
し
た
も
の
が
１
基
で
、
四

角
形
の
ハ
リ
ハ
ン
の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

四
角
形
９
基
の
う
ち
、
不
動
灯
は
７
基
で
、
こ
の
時
期
も
技
術

書
の
基
準
と
大
半
が
合
致
し
ま
せ
ん
。

葛登支岬_18.12
3 等級　回転灯

和田岬_05.08
4 等級　不動灯

安乗埼_06.04
4 等級　不動灯

白洲_06.09
5 等級　不動灯

堺_10.09
5 等級　不動灯

宗谷岬_18.09
2 等級　回転灯

口ノ津_13.05
6 等級　不動灯

鞍埼_17.08
1 等級　回転灯

大瀬埼_12.12
1 等級　回転灯

菅島_06.07
4 等級　回転灯
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こ
の
時
期
の
特
徴
は
、
３
等
級
以
上
の
大
型
灯
台
に
四
角
形

の
ハ
リ
ハ
ン
が
使
わ
れ
出
し
た
こ
と
で
す
。
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
時

代
は
３
等
級
以
上
の
灯
台
は
、
不
動
灯
も
回
転
灯
も
関
係
な
く

全
て
三
角
形
の
ハ
リ
ハ
ン
で
し
た
が
、
こ
の
時
期
は
18
年
の
宗

谷
岬
（
２
等
級 
回
転
灯
）、
葛
登
支
岬
（
３
等
級 

回
転
灯
）

に
四
角
形
の
ハ
リ
ハ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
前
年
の

17
年
の
鞍
埼
（
１
等
級 
回
転
灯
）
に
、
三
角
形
と
四
角
形
を

組
み
合
わ
せ
た
ハ
リ
ハ
ン
が
初
め
て
採
用
さ
れ
ま
す
。

　　

閃
光
灯
誕
生
ま
で
の
明
治
20
年
代
（
20
～
30
年
）
は
、
前
半

は
北
海
道
の
灯
台
が
集
中
的
に
建
て
ら
れ
、
後
半
は
灯
器
の
進

歩
と
と
も
に
灯
標
や
無
人
の
小
型
の
灯
台
が
次
々
と
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
の
64
基
は
、
三
角
形
が
14
基
、
四
角
形

が
36
基
、
不
明
13
基
、
三
角
形
と
四
角
形
の
混
合
し
た
も
の
が

１
基
で
、四
角
形
の
ハ
リ
ハ
ン
の
時
代
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
四
角
形
36
基
の
う
ち
、
不
動
灯
は
21
基
と
半

分
以
上
が
技
術
書
の
基
準
と
や
は
り
合
致
し
ま
せ
ん
。
ハ
リ
ハ

ン
の
形
状
は
、
灯
火
に
関
係
な
く
時
代
と
と
も
に
三
角
形
か
ら

四
角
形
に
移
行
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

（
分
類
上
の
不
明
と
は
、
点
灯
時
の
詳
細
な
写
真
や
図
が
存
在

せ
ず
、
多
く
が
木
造
灯
台
で
、
早
い
時
期
に
改
築
さ
れ
、
当
時

の
ハ
リ
ハ
ン
の
形
状
が
未
確
認
な
も
の
を
指
す
）

襟裳岬_22.06
1 等級　回転灯

金伏_23.11
無等級　不動灯

高根島_27.05
無等級　不動灯

横浜突堤_29.05
無等級　不動灯

汐首岬_26.11
3 等級　不動灯

屋久島_30.01
1 等級　回転灯
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に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

閃
光
灯
誕
生
か
ら
日
露
戦
争
開
始
ま
で
の
明
治
30
年
代
（
明

治
31
～
37
年
）
は
、
灯
標
が
次
々
と
建
て
ら
れ
、
ま
た
超
大
型

の
灯
台
が
各
地
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
33
基
は
、

三
角
形
が
12
基
、
四
角
形
が
18
基
、
不
明
が
３
基
で
、
三
角
形

が
盛
り
返
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
三
角
形
の

ハ
リ
ハ
ン
を
持
つ
灯
標
や
小
型
の
灯
台
が
、
前
期
同
様
に
各
地

に
建
て
ら
れ
、
そ
れ
に
反
し
四
角
形
の
ハ
リ
ハ
ン
の
灯
台
は
、

建
設
期
間
が
長
期
に
及
ぶ
も
の
が
目
立
ち
、
前
期
ほ
ど
数
が
多

く
造
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
三
角
形
の
ハ
リ
ハ
ン
の
割
合
が
増

え
た
だ
け
で
す
。

　

こ
の
時
期
、
多
く
建
て
ら
れ
た
小
形
の
灯
台
に
は
、
不
動
灯

の
灯
器
が
設
置
さ
れ
、
ハ
リ
ハ
ン
は
四
角
形
で
し
た
。
灯
標
や

横
浜
の
突
堤
灯
台
な
ど
に
も
同
じ
不
動
灯
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ハ
リ
ハ
ン
は
三
角
形
で
す
。
こ
の
時
期
の
ハ
リ
ハ
ン
の

採
用
基
準
は
、
灯
火
よ
り
灯
台
の
設
置
条
件
の
よ
う
に
も
見
え

ま
す
。

　

鞍
埼
灯
台
と
同
じ
三
角
形
と
四
角
形
の
混
合
タ
イ
プ
は
、
北

海
道
の
初
代
襟
裳
岬
灯
台
（
１
等
級 

回
転
灯
）
で
す
。
両
方

と
も
組
合
せ
は
四
角
形
１
段
と
三
角
形
２
段
で
す
。
こ
の
混
合

タ
イ
プ
は
、
日
本
灯
台
史
上
こ
の
２
基
だ
け
で
し
た
。
使
用
目

的
は
、
様
々
な
憶
測
は
で
き
ま
す
が
、
明
記
さ
れ
た
も
の
は
な

く
不
明
で
す
。
共
通
点
は
１
等
級
回
転
灯
の
灯
台
で
す
。
ま
た
、

30
秒
に
一
閃
光
の
灯
火
、
灯
台
の
高
さ
は
低
く
（
鞍
埼
：
９
・

７
メ
ー
ト
ル
、襟
裳
：
８
・
２
メ
ー
ト
ル
）
海
抜
高
は
高
く
（
鞍

埼
：
88
・
2
メ
ー
ト
ル
、
襟
裳
：
71
・
5
メ
ー
ト
ル
）
光
達
距
離

は
20
海
里
以
上
（
鞍
埼
：
24
浬
、襟
裳
：
21
浬
）
も
同
じ
で
す
。

設
置
当
時
最
上
級
の
灯
火
に
施
さ
れ
た
特
異
な
形
状
の
ハ
リ
ハ

ン
と
言
え
ま
す
。
そ
の
後
、
同
様
の
１
等
級
回
転
灯
の
灯
台
が

各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
伊
江
島
（
明
治
30
年
）
を

除
き
ど
の
灯
台
も
ハ
リ
ハ
ン
は
四
角
形
で
す
。
こ
の
混
合
タ
イ

プ
は
、
大
型
灯
台
の
ハ
リ
ハ
ン
の
形
状
が
三
角
形
か
ら
四
角
形

に
移
行
し
て
い
く
中
で
、
突
然
現
れ
す
ぐ
消
え
て
い
っ
た
よ
う

馬島_31.05
5 等級　閃光灯

寺島_31.05
無等級　不動灯
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等
級
）
に
は
、
四
角
形
の
ハ
リ
ハ
ン
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

最
後
の
明
治
40
年
代
（
38
～
45
年
）
は
、
灯
台
の
主
流
が
石

造
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
移
行
し
、
小
型
の
灯
台
が
多
く
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
の
25
基
は
、
三
角
形
が
９
基
、

四
角
形
が
９
基
、
不
明
が
７
基
で
す
。
三
角
形
は
不
動
灯
が
大

半
の
７
基
、
四
角
形
も
閃
光
灯
が
６
基
で
、
ほ
ぼ
技
術
書
と
お

り
の
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

　

前
記
の
灯
台
技
術
書
に
は
、
次
の
説
明
も
見
ら
れ
ま
す
。

　　

挂
灯
浮
標
、
或
ハ
挂
燈
立
標
等
ニ
用
フ
ル
小
型
灯
籠
ニ
傾
斜

骨
子
ヲ
用
フ
ル

　　

挂
灯
浮
標
は
今
日
の
灯
浮
標
、
挂
燈
立
標
は
灯
標
で
す
。
ブ

イ
や
灯
標
の
小
型
の
灯
籠
に
は
、
三
角
形
の
ハ
リ
ハ
ン
を
使
う

と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
遂
に
誕
生
し
た
閃
光
灯
の
灯
台
は
、
最
初
の
馬
島

灯
台
以
外
13
基
す
べ
て
、
技
術
書
の
基
準
通
り
の
四
角
形
の
ハ

リ
ハ
ン
で
す
。
た
だ
し
、
三
角
形
の
ハ
リ
ハ
ン
が
基
準
の
灯
標

に
も
、
閃
光
灯
の
安
芸
白
石
（
５
等
級
）
や
西
ノ
ゴ
バ
ン
（
６

室戸岬_32.04
1 等級　閃光灯

魹ヶ埼_35.03
1 等級　閃光灯

水ノ子島_37.03
1 等級　閃光灯

清水_45.03
6 等級　閃光灯

安芸白石_36.04
5 等級　閃光灯

大阪突堤_39.06
無等級 不動灯
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べ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
事
実
が
判
明
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
わ
ず
か
で
す
が
、
手
持
ち
の
各
国
の
灯
台
の
写
真
を
見
て

み
ま
し
た
が
、
今
回
は
同
じ
よ
う
な
三
角
形
と
四
角
形
の
混
合

タ
イ
プ
を
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。（
フ
ラ
ン

ス
のA

r-m
en

灯
台
ほ
か
に
は
、
混
合
タ
イ
プ
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
三
角
と
四
角
の
サ
イ
ズ
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
）

　

　

以
上
、
灯
標
を
含
む
明
治
期
灯
台
の
ハ
リ
ハ
ン
の
形
状
と
灯

火
の
関
係
性
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ

り
、
ハ
リ
ハ
ン
の
採
用
基
準
が
時
期
に
よ
り
異
な
っ
て
い
た
こ

と
や
、
灯
標
や
閃
光
灯
の
出
現
と
と
も
に
傾
向
が
変
わ
っ
て
い

く
事
実
も
確
認
で
き
ま
し
た
。
特
に
次
の
項
目
が
、
灯
台
技
術

書
に
は
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
明
治
期
灯
台
の
ハ
リ
ハ
ン
の
特

徴
と
い
え
ま
す
。

　
１�　

フ
ロ
ラ
ン
（
仏
国
人
）
の
灯
台
は
、
不
動
灯
だ
が
、
す
べ

て
四
角
形

２�　

ブ
ラ
ン
ト
ン
（
英
国
人
）
の
灯
台
は
、灯
火
に
関
係
な
く
、

多
く
が
三
角
形

３�　

大
型
灯
台
は
、
三
角
形
か
ら
四
角
形
へ
、
閃
光
灯
採
用
以

前
か
ら
移
行
し
て
い
た

４�　

小
型
（
無
等
級
）
の
灯
台
は
、
四
角
形
か
ら
三
角
形
へ
、

灯
標
出
現
の
頃
か
ら
移
行
し
た

５�　

三
角
形
と
四
角
形
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
リ
ハ
ン
は
、
鞍
埼

と
初
代
襟
裳
岬
灯
台
の
２
基
の
み

　　

本
調
査
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
鞍
埼
灯
台
の
ハ
リ
ハ
ン
の
採

用
基
準
は
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
謎
の
ま
ま
で
す
。
灯
台
の
設
置

環
境
や
、
当
時
の
世
界
的
な
ハ
リ
ハ
ン
の
採
用
状
況
を
更
に
調

Gorliz_Spain
全面ハリハン

Ar-Men_France
混合ﾀｲﾌﾟの一例

Torre de 
HercuLes_Spain

最古の灯台

Makapuu Point_USA
アメリカ最強灯光

Eddystone_U.K.
三角形の鳥除け付属

Fastnet_Irland
ひし形のハリハン
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前
田
様
、
鞍
埼
灯
台
の
ハ
リ
ハ
ン
は
、
日
本
で
唯
一
の
形
の

珍
し
い
ハ
リ
ハ
ン
で
し
た
。
も
し
や
す
る
と
、
世
界
的
に
も
こ

こ
に
し
か
な
い
大
変
希
少
な
ハ
リ
ハ
ン
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

　　
（
明
治
期
灯
台
の
話 

番
外
編

�

明
治
期
灯
台
の
ハ
リ
ハ
ン
の
形
状
に
つ
い
て
）

　

襟
裳
岬
灯
台
は
、
昭
和
25
年
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
改
築
さ

れ
、
灯
籠
も
ハ
リ
ハ
ン
も
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
角
形
と
四

角
形
の
混
合
し
た
ハ
リ
ハ
ン
は
、
今
で
は
鞍
埼
灯
台
の
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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オ
リ
ジ
ナ
ル 

フ
レ
ー
ム
切
手 

「
大
間
埼
灯
台
点
灯
１
０
０
周
年
」 

の
ご
紹
介

グ
ロ
、
本
州
最
北
端
の
碑
、
大
間
と
函
館
を

つ
な
ぐ
津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー
「
大
函
丸
」
等

大
間
町
を
代
表
す
る
計
10
種
類
の
写
真
が
切

手
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
63
円
切
手
と
84

円
切
手
の
各
5
枚
セ
ッ
ト
で
、
青
森
県
む
つ

市
、
下
北
郡
内
の
各
郵
便
局
及
び
郵
便
局
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
1
２
７
５
円
／
シ
ー
ト
、
数
量
限
定

で
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

「
フ
レ
ー
ム
切
手
」
は
、
日
本
郵
便
株
式

会
社
の
登
録
商
標
で
す
。

�

（
青
森
海
上
保
安
部
交
通
課
）

30
周
年
を
迎
え
た 

「
や
す
ら
ぎ
地
蔵
尊
供
養
」

　

鳥
羽
海
上
保
安
部
は
、
8
月
24
日
に
「
鳥

羽
五
丁
目
町
内
会
」
が
主
催
す
る
「
や
す
ら

ぎ
地
蔵
尊
供
養
」
に
出
席
し
、
地
域
の
安
全

と
海
上
交
通
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
11
月
1
日
、
大
間
埼

灯
台
が
点
灯
１
０
０
周
年
の
節
目

を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
、
令
和

3
年
10
月
14
日（
木
）、『
オ
リ
ジ

ナ
ル 

フ
レ
ー
ム
切
手
「
大
間
埼

灯
台
点
灯
１
０
０
周
年
」』
が
発

売
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
フ
レ
ー
ム
切
手
は
、
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
大
間
埼
灯
台
や

初
代
の
大
間
埼
灯
台
等
5
種
類
の

大
間
埼
灯
台
の
ほ
か
、
大
間
の
マ

地域の安全と海上交通安全を祈願する交通担当次長
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お
け
る
灯
台
見
回
り
船
の
出
動
回
数
が
急
増

す
る
な
ど
多
大
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
事
務
所
近
隣
で
は
葬
儀
が
例
年
よ

り
多
く
と
り
行
わ
れ
、
同
事
務
所
に
お
い
て

も
2
年
連
続
職
員
が
宿
舎
で
亡
く
な
る
不
幸

が
続
い
た
ほ
か
、
当
時
の
Ｎ
所
長
が
赴
任

早
々
、
心
筋
梗
塞
で
伊
勢
市
の
病
院
に
緊
急

搬
送
さ
れ
る
な
ど
の
事
案
が
続
い
た
こ
と
か

ら
、
宿
舎
の
お
祓
い
を
伊
勢
市
世
義
寺
の
高

僧
に
依
頼
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
事
務
所
の

構
内
に
供
養
も
さ
れ
て
い
な
い
無
縁
仏
か
地

蔵
さ
ん
の
よ
う
な
も
の
が
な
い
だ
ろ
う

か
？
」
と
ず
ば
り
そ
の
状
況
を
当
て
ら
れ
、

後
日
、同
高
僧
に
よ
る
宿
舎
の
お
祓
い
の
後
、

お
地
蔵
さ
ん
を
見
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

北
向
き
の
水
溜
ま
り
に
放
置
さ
れ
た
姿
を
何

と
も
哀
れ
と
思
わ
れ
、
読
経
さ
れ
移
転
を
勧

め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
Ｎ
所
長
が
、
地

域
の
関
係
者
と
連
携
し
て
、
こ
の
お
地
蔵
さ

ん
が
水
に
浸
か
ら
な
い
よ
う
に
土
台
を
設
置

し
、
加
茂
川
及
び
伊
良
湖
水
道
航
路
の
南
東

方
向
に
向
く
よ
う
に
移
設
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
旧
鳥
羽
航
路
標
識
事
務
所
が
主

催
と
な
り
、Ｎ
所
長
が
「
や
す
ら
ぎ
地
蔵
尊
」

と
命
名
し
、
供
養
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
12
年
の
同
事
務
所
か
ら
地
域
へ
の
案
内

状
発
出
以
降
、
記
録
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
そ
ら
く
平
成
13
年
度
の
航
行
援
助
セ
ン
タ

ー
化
に
よ
り
事
務
所
廃
止
と
な
っ
た
折
に
、

地
元
町
内
会
に
法
要
を
引
き
継
い
で
い
た
だ

　

こ
れ
は
、
赤
崎
倉
庫
（
旧
鳥
羽
航
路
標
識

事
務
所
）
敷
地
に
隣
接
す
る
市
有
地
の
一
角

に
祀
ら
れ
た
「
や
す
ら
ぎ
地
蔵
尊
」
を
毎
年
、

地
蔵
盆
の
8
月
24
日
に
併
せ
、
法
要
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
お
地
蔵
さ
ん
は
、
平
成
3
年
3
月
24

日（
日
）に
地
元
鳥
羽
五
丁
目
町
内
会
、
鳥
羽

市
、
海
事
関
係
者
及
び
鳥
羽
航
路
標
識
事
務

所
の
有
志
に
よ
り
移
設
さ
れ
た
も
の
で
、
移

設
前
は
、
祠
が
北
向
き
で
、
高
潮
時
に
大
雨

に
な
る
と
排
水
不
可
と
な
り
、
お
地
蔵
さ
ん

は
身
体
半
分
ま
で
水
に
浸
か
る
か
わ
い
そ
う

な
状
況
で
し
た
。
祠
は
、
昭
和
11
年
5
月
に

地
元
船
津
区
に
よ
り
、
当
時
、
加
茂
川
で
投

身
自
殺
が
絶
え
ず
、
母
子
心
中
を
機
に
、
そ

の
霊
を
供
養
す
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
も
の

で
す
が
、
建
立
時
は
、
加
茂
川
を
見
渡
す
よ

う
に
南
東
方
向
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
川
の
護
岸
工
事
に
伴
い
、
い
つ
し
か
北

方
向
に
向
け
ら
れ
移
設
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

平
成
元
年
か
ら
平
成
2
年
は
、
同
事
務
所

が
管
理
す
る
伊
良
湖
水
道
航
路
等
の
重
要
航

路
標
識
へ
の
船
舶
衝
突
が
頻
繁
し
、
夜
間
に

多くの地元町内会の方が参られる「やすらぎ地蔵
尊供養」（写真左は、旧鳥羽航路標識事務所庁舎）
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奄
美
群
島
の
Ａ
Ｉ
Ｓ
陸
上
局
の 

無
線
検
査
を
受
検 

～
船
舶
交
通
の
安
全
の
た
め
に
～

　

奄
美
群
島
に
は
、
奄
美
大
島
の
北
部
に
名

瀬
Ａ
Ｉ
Ｓ
陸
上
局
と
南
部
に
高
知
山
Ａ
Ｉ
Ｓ

陸
上
局
、
さ
ら
に
沖
永
良
部
島
の
南
部
に
大

山
Ａ
Ｉ
Ｓ
陸
上
局
が
設
置
さ
れ
、
九
州
本
土

の
局
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
鹿
児
島
湾

か
ら
沖
縄
に
至
る
広
大
な
海
域
の
Ａ
Ｉ
Ｓ
搭

載
船
の
動
静
を
見
守
り
、
安
全
航
行
に
必
要

な
情
報
を
提
供
し
て
、
乗
揚
げ
や
走
錨
に
伴

う
事
故
な
ど
を
防
止
し
ま
す
。

　

九
州
総
合
通
信
局
に
よ
る
無
線
局
検
査

が
、
9
月
7
日
に
名
瀬
Ａ
Ｉ
Ｓ
陸
上
局
で
、

9
月
8
日
に
は
高
知
山
Ａ
Ｉ
Ｓ
陸
上
局
で
、

さ
ら
に
10
月
8
日
に
は
大
山
Ａ
Ｉ
Ｓ
陸
上
局

の
無
線
機
の
デ
ー
タ
を
計
測
、
後
日
、
書
面

検
査
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

無
線
局
検
査
の
受
検
に
際
し
て
は
、
各
無

布
さ
れ
、
町
内
会
の
方
か
ら
「
今
回
、
地
蔵

尊
の
経
緯
が
良
く
わ
か
っ
た
。
昔
は
子
供
達

も
た
く
さ
ん
お
参
り
し
て
い
た
が
、
最
近
は

6
名
程
度
で
し
た
。」
と
の
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
今
年
の
法
要
に
は
町
内
会
か
ら
14
名

と
多
く
の
方
が
参
ら
れ
、
住
職
か
ら
の
説
法

に
お
い
て
も
、
地
蔵
尊
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

Ｎ
所
長
に
は
、
地
蔵
尊
供
養
30
周
年
が
開

催
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
か
っ
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
交
通
担
当
次
長
及
び
交
通
課
長
の

辞
令
発
令
日
と
な
る
今
年
の
4
月
15
日
に
他

界
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
る
で
、
両
名
が
約
30
年
ぶ
り
に
鳥
羽
に

配
属
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た
だ
い
て
い
た

か
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
地
蔵
尊
供
養
に
お
い
て
は
、
Ｎ
所

長
に
代
わ
り
、
地
域
の
安
全
と
海
上
交
通
の

安
全
を
祈
願
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
旧
事
務
所
が
始
め
た
地
蔵
尊
供
養
が

地
域
の
行
事
と
し
て
根
付
い
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

�

（
鳥
羽
海
上
保
安
部
交
通
課
）

い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
平
成
3
年
の
地
蔵
尊

移
設
の
開
眼
法
要
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
30

年
継
続
さ
れ
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
7
月
に
入
り
、
鳥
羽
五
丁
目
町
内

会
長
が
、
鳥
羽
海
上
保
安
部
に
同
供
養
の
案

内
状
を
持
っ
て
き
て
い
た
だ
い
た
際
に
、
交

通
担
当
次
長
が
、
昭
和
62
年
度
か
ら
平
成
元

年
度
ま
で
同
事
務
所
勤
務
で
、
交
通
課
長
も

平
成
3
年
度
か
ら
平
成
4
年
度
ま
で
同
事
務

所
勤
務
で
あ
り
、
こ
の
地
蔵
尊
の
経
緯
を
熟

知
し
て
お
り
、
喜
ん
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
と
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
内
会
長
か
ら
は
、「
会
長
が
何
代
も
交

代
し
、
こ
の
地
蔵
尊
の
詳
し
い
経
緯
が
分
か

ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。」
と
の
こ
と
で

し
た
の
で
、
交
通
担
当
次
長
か
ら
当
時
の
町

内
会
と
の
付
き
合
い
や
事
務
所
職
員
に
不
幸

が
あ
っ
た
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
平
成
5

年
11
月
発
行
の
「
燈
光
」
に
Ｎ
所
長
が
、
こ

の
地
蔵
尊
移
設
の
記
録
を
投
稿
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
資
料
を
同
会
長
に
渡
し
て
お
い
た

こ
と
か
ら
、
今
回
の
法
要
前
に
地
元
白
言
寺

の
住
職
及
び
町
内
会
の
方
に
そ
の
資
料
が
配
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を
卒
業
し
奄
美
海
上
保
安
部
へ
赴
任
し
て
僅

か
5
ヶ
月
の
中
村
航
行
安
全
係
に
と
っ
て

は
、
何
も
か
も
が
初
め
て
の
経
験
で
、
宮
城

航
行
安
全
係
長
の
指
導
下
で
懸
命
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

�

（
奄
美
海
上
保
安
部
）

線
局
で
の
事
前
デ
ー
タ
の
計
測
と
報
告
書
の

作
成
・
提
出
か
ら
、
九
州
総
合
通
信
局
の
検

査
官
に
よ
る
現
場
検
査
ま
で
、
主
に
、
奄
美

海
上
保
安
部
交
通
課
の
宮
城
航
行
安
全
係
長

と
中
村
航
行
安
全
係
が
対
応
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
本
年
3
月
21
日
に
海
上
保
安
学
校 高知山AIS陸上局の現場検査（手前は九州総合通信局の検査官）

鹿児島湾から沖縄に至る海域のAIS搭載船の航跡（1ヶ月）
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参観中止期間がある中、計画を立て16灯台巡っていただき、ありがとうござ
います。達成者の皆様、おめでとうございます！

飯塚　明　様（49歳）茨城県猿島郡境町在住
☆ スタンプラリー開始年月日
　 令和元年10月 5 日　残波岬灯台
☆ スタンプラリー達成年月日
　 令和 3年 7月 3日　角島埼灯台

☆ スタンプラリーを始めたきっかけ
登れる灯台が16基しかないので、全部制覇しようと思った。

☆ 16か所巡った感想　
灯台それぞれの顔があり、 1番好きな角島灯台を最後に
して良い思い出になりました。

吉田　武司　様（58歳）和歌山県和歌山市在住
☆ スタンプラリー開始年月日　
　 令和元年 5月 5日　犬吠埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　
　 令和 3年 8月10日　都井岬灯台

☆ スタンプラリーを始めたきっかけ
関東への単身赴任から犬吠埼でスタンプラリーを
知り、折角だからと妻に勧められ灯台巡りを開始。

☆ 16か所巡った感想
灯台が立つ岬への訪問はその先々で天候などの困
難がありましたが、これとは引き換えにまず比類
無い格別の絶景に出会える喜びがありました。
会社生活終盤のとても良い思い出になりました。Facebookには旅の思い出の写真
絵日記を投稿しました。♯日本の登れる灯台16制覇ツアー

のぼれる灯台（16基）のぼれる灯台（16基）
スタンプラリー達成者スタンプラリー達成者

第 7弾

第43号

第44号
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古簱　克彦　様（55歳）愛知県春日井市在住
☆ スタンプラリー開始年月日　
　 令和 2年 9月20日　尻屋埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　
　 令和 3年10月 3 日　犬吠埼灯台

☆ スタンプラリーを始めたきっかけ
尻屋埼で台帳（スタンプ帳）をみたので。

☆ 16か所巡った感想
感無量。

第45号

内藤　鉦一　様（74歳）神奈川県横浜市在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和元年12月 8 日　観音埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 3年10月10日　出雲日御碕灯台

☆ スタンプラリーを始めたきっかけ
参観灯台スタンプ帳の存在を知ったため。

☆ 16か所巡った感想
灯台内を見学でき、資料館で知識を得、踊り場からのながめが素晴らしかった。

スタンプラリー達成者
記念品リニューアルのお知らせ

　スタンプラリー参観者の皆さま、参観中止、荒天、諸々思い通りにい
かない中、全国を巡っていただきありがとうございます。この度達成者
への記念品を、絶賛発売中の「日本の灯台50選」からリニューアルいた
しましたので、詳しくは、燈光会ホームページをご覧ください。記念品
の詳細は次号で紹介いたします！

第46号



角島灯台（山口県下関市）

設置点灯：1876（明治9）年3月1日
高　　さ：30m（海面から灯火まで45m）
光達距離：18.5海里（約34km）

灯台の要目

仏滅

友引

大安

大安

仏滅 友引

仏滅

仏滅

仏滅

友引

友引

大安

大安

元日

成人の日

1
2022

（令和４年）

燈 光 会

　角島灯台は1876（明治9）年に設置された日本海では初めての洋式灯台。「日本の灯台の父」
と呼ばれたイギリス人技師リチャード・ヘンリー・ブラントンの指導で建設された灯台の一つです。
灯塔の構造は総御影石による円形石造り、下部には半円形平屋建て石造りの付属舎が付いてお
り、全国に3基しかない無塗装の灯台で、灯台の建設技術の歴史上、非常に貴重なものです。
令和2年に重要文化財に指定されています。

日 月 火 水 木 金 土

1
33 44 55 62

14
7 8

10 11 12 139
21

15
17 18 19 2016

28
22

25 26 27 293023
仏滅
313124

友引

2726 28 29 30 31

菅島灯台（三重県鳥羽市）

設置点灯：1873（明治6）年7月1日
高　　さ：11m（海面から灯火まで55m）
光達距離：7.5海里（約14km）

灯台の要目

大安仏滅 仏滅

友引

仏滅

友引

みどりの日

大安大安

こどもの日

友引

友引

大安仏滅

大安仏滅

友引

憲法記念日

大安

5

燈 光 会

日

6
月 火 水 木 金 土

11 22 3 4 5
13

7
9 10 11 128

20
14

16 17 18 1915
27

21
23 24 25 2622
30 3129

28

2022
（令和４年）

　菅島灯台は、1873（明治6）年にイギリス人技師リチャード・ヘンリー・ブラントンの指導で建
設された灯台の一つで、灯塔の構造は円形のレンガ造りになっており、現存するレンガ造りの灯
台としては、我が国で最古の貴重な灯台です。平成22年に登録有形文化財に登録されています。
この灯台の旧吏員退息所（官舎）は、レンガ倉庫とともに博物館明治村（愛知県犬山市）に移
築保存され、国の重要文化財に指定されています。

21 43

尻屋埼灯台（青森県下北郡東通村）

設置点灯：1876（明治9）年10月20日
高　　さ：33m（海面から灯火まで46m）
光達距離：18.5海里（約34km）

灯台の要目

大安

友引

仏滅

友引

仏滅

友引

大安

友引

大安仏滅友引

大安仏滅

大安

敬老の日 秋分の日

仏滅

9

燈 光 会

日

2
月 火 水 木 金 土

1
9

3
5 6 7 84

16
10

12 13 14 1511 17
19 20 21 2218
26 27 28 2925

24

2022
（令和４年）

23
30

　尻屋埼灯台は、1876（明治9）年にイギリス人技師リチャード・ヘンリー・ブラントンの指導で
建設された灯台の一つであり、灯塔の構造は円形のレンガ造りで、犬吠埼灯台と同じで二重壁
構造になっています。半円形の付属舎が付いており、レンガ造りの灯台としては、国内最大の高
さを誇っています。平成29年に登録有形文化財に登録されています。

30 312928

1

部埼灯台（福岡県北九州市）

設置点灯：1872（明治5）年1月22日
高　　さ：9.7m（海面から灯火まで39m）
光達距離：閃　光17.5海里（約32km）
　　　　　不動光10.5海里（約18km）

灯台の要目

仏滅

建国記念の日

大安

友引

仏滅

大安

友引

仏滅友引

友引

大安仏滅友引

大安仏滅

天皇誕生日

2
2022

（令和４年）

燈 光 会

日 月 火 水 木 金 土

11 22 3
7 8 9 106
14 15 16 1713
21 22 23 2420
2827

4
11

5

18
12

25
19
26

　部埼灯台は、1872（明治5）年にイギリス人技師リチャード・ヘンリー・ブラントンの指導で建
設された灯台の一つで、明治初期の石造灯台として非常に貴重なものです。併設されている旧
昼間潮流信号機は、腕木式で潮流の方向と速さを表示したもので、航路が屈曲し難所となって
いる瀬戸内海及び関門海峡に特有の航路標識として旧官舎とともに保存されています。令和2年
に重要文化財に指定されています。

31 2 54

3130

安乗埼灯台（三重県志摩市）

設置点灯：1873（明治6）年4月1日
高　　さ：15m（海面から灯火まで35m）
光達距離：16.5海里（約31km）

灯台の要目

大安

友引

仏滅

友引

仏滅

仏滅

友引

大安友引

大安友引

大安仏滅

仏滅

6

燈 光 会

日

3
月 火 水 木 金 土

11 2
10

4
6 7 8 95

17
11

13 14 15 1612
24

18
20 21 22 2319
27 28 29 3026

25

2022
（令和４年）

　現在の安乗埼灯台は、1948（昭和23）年に建設された鉄筋コンクリート造の灯台です。正方
形平面の付属舎付き灯塔及び円筒形灯室に八方形平面の灯籠を載せており、装飾要素を排し
た幾何学的構成を特徴とする非常に珍しい建造物で、岬の歴史的景観に大きく寄与している灯
台です。平成25年に登録有形文化財に登録されています。

313029

21

鞍埼灯台（宮崎県日南市）

設置点灯：1884（明治17）年8月15日
高　　さ：14m（海面から灯火まで93m）
光達距離：21.5海里（約40km）

灯台の要目

大安

友引

友引

友引

友引

友引

大安

大安

仏滅

大安仏滅 仏滅

仏滅

大安 仏滅

スポーツの日

10

燈 光 会

日

7

月 火 水 木 金 土

1
33 44 55 62

14
8

10 11 12 139
21

15
17 18 19 2016

28
22

25 26 27 29

2022
（令和４年）

2625 27 28 29 30

3023
仏滅
313124

　鞍埼灯台は、1884（明治17）年に建設された我が国最初の無筋コンクリート造の灯台で、切
妻造の付属舎中央に十二角形の灯塔を建て、円筒形の灯室に灯籠を載せており、明治期灯台
の特徴を示しています。無筋コンクリート造りの灯台としては、我が国で最古の貴重な灯台です。
平成31年に登録有形文化財に登録されています。

犬吠埼灯台（千葉県銚子市）

設置点灯：1874（明治7）年11月15日
高　　さ：31m（海面から灯火まで52m）
光達距離：19.5海里（約36km）　

灯台の要目

大安

仏滅

仏滅

仏滅

大安

大安友引

友引

大安

友引

友引

仏滅友引

大安

仏滅

春分の日

大安

3

燈 光 会

日

4
月 火 水 木 金 土

11 22 3
11

5
7 8 9 106

18
12

14 15 16 1713
25

19
21 22 23 2420
28 29 30 3127

26

2022
（令和４年）

　犬吠埼灯台は、1874（明治7）年にイギリス人技師リチャード・ヘンリー・ブラントンの指導で
建設された灯台の一つで、北太平洋航路のための最初の灯台として、我が国の近代海上交通
史上、非常に貴重なものです。内部の階段は、石材で組み上げられた螺旋階段で、九十九里
浜にちなんで99段と云われています。この灯台は、国際航路標識協会（IALA）の定める「世
界の灯台百選」の一つです。令和2年に重要文化財に指定されています。

2827

21

大王埼灯台（三重県志摩市）

設置点灯：1927（昭和2）年10月5日
高　　さ：23m（海面から灯火まで46m）
光達距離：白光18.5海里（約34km）
　　　　　赤光17.5海里（約32km）

灯台の要目

大安

友引

大安

仏滅

友引

友引 友引

仏滅

友引

友引

大安大安 仏滅

海の日

仏滅

仏滅

大安

7

燈 光 会

日

1
月 火 水 木 金 土

8
2

4 5 6 73
15

9
11 12 13 1410

22
16

18 19 20 2117
29 3025

23
26 27 28

2022
（令和４年）

3124

26 27 28 29 30

　大王埼灯台は、1927（昭和2）年に建設された鉄筋コンクリート造の灯台で、円筒形の灯塔
及び灯室に灯籠を載せています。扇形に配した列柱の付属舎が付いており、入口に古典主義風
デザインを施した非常に特徴的な建造物で、熊野灘の歴史的景観に大きく寄与している灯台です。
平成25年に登録有形文化財に登録されています。

都井岬灯台（宮崎県串間市）

設置点灯：1929年（昭和4）年12月22日
高　　さ：15m（海面から灯火まで255m）
光達距離：23.5海里（約44km）

灯台の要目

友引

仏滅仏滅

友引

勤労感謝の日

文化の日

友引

友引大安

大安

大安大安 仏滅友引

大安

大安

灯台記念日

仏滅

11

燈 光 会

日

4
月 火 水 木 金 土

11 22 3
11

5
7 8 9 106

18
12

14 15 16 1713
25

19
21 22 23 2420
28 29 3027

26

2022
（令和４年）

　都井岬灯台は、1929（昭和4）年に建設された鉄筋コンクリート造の灯台です。陸屋根の付
属舎の正面中央に八方形の灯塔を建て、灯塔中央上部にバルコニーを廻し、円形平面ドーム屋
根の灯室に灯籠を載せています。九州唯一の参観灯台として広く親しまれており、岬の歴史的景
観に大きく寄与している灯台です。平成31年に登録有形文化財に登録されています。

1 2 3

3130

御前埼灯台（静岡県御前崎市）

設置点灯：1874（明治7）年5月1日
高　　さ：22m（海面から灯火まで54m）
光達距離：19.5海里（約36km）

灯台の要目

仏滅

昭和の日

友引友引

仏滅

大安

友引

大安

大安

友引

仏滅友引

大安仏滅

大安仏滅

4

燈 光 会

日

1
月 火 水 木 金 土

8
2

4 5 6 73
15

9
11 12 13 1410

22
16

18 19 20 2117
29 3025 26 27 2824

23

2022
（令和４年）

　御前埼灯台は、1874（明治7）年にイギリス人技師リチャード・ヘンリー・ブラントンの指導で
建設された灯台の一つで、日本で最初の第一等回転レンズを用いた灯台です。灯塔の構造は、
円形のレンガ造りで、下部に半円形平屋建てレンガ造りの付属舎があり、現存するレンガ造りの灯
台としては、菅島灯台（三重県鳥羽市）に次ぐ2番目に古い灯台であり、灯台の建設技術の歴史上、
非常に貴重なものです。令和3年に重要文化財に指定されています。

2827 30 3129

燈 光 会

　建造物、工芸品、彫刻、書跡、典籍、古文書、考古資料、歴史資料などの有形の文化的遺産で、我が国にとって歴史上、芸術上、学術上
価値の高いものを総称して「有形文化財」と呼ばれています。この有形文化財（建造物）のうち、国の重要文化財に指定又は国の登録有形
文化財に登録された全国の灯台等建造物について、有形文化財（建造物）の灯台をテーマに2か年にわたりシリーズで紹介してまいります。
　この表紙の犬吠埼灯台（千葉県銚子市）は、地震の多い我が国の初期の煉瓦造塔状構造物として、先駆的な技術で二重壁構造の灯台に
なっています。レンガ造りの灯台としては、尻屋埼灯台（青森県下北郡東通村）に次ぐ高さを誇っています。3月のカレンダーに再掲しています。

日本の灯台　２０２2
～有形文化財（建造物）の灯台～
日本の灯台　２０２2
～有形文化財（建造物）の灯台～

佐田岬灯台（愛媛県西宇和郡伊方町）

設置点灯：1918（大正7）年4月1日
高　　さ：18m（海面から灯火まで49m）
光達距離：18.5海里（約34km）

灯台の要目

友引

大安

仏滅

仏滅

友引友引

仏滅 仏滅

山の日

友引

友引

大安 大安仏滅

大安

大安

仏滅

大安

8

燈 光 会

日

5
月 火 水 木 金 土

11 22 33 4
12

6
8 9 10 117

19
13
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　佐田岬灯台は、1918（大正7）年に建設された鉄筋コンクリート造の灯台で、八方形の灯塔
及び円筒形の灯室に灯籠を載せています。方形の付属舎が付いており、灯室の手摺りや出入り
口の庇に幾何学意匠を用いる珍しい建造物で、岬の歴史的景観に大きく寄与している灯台です。
平成29年に登録有形文化財に登録されています。

1 2 3

31

細島灯台（宮崎県日向市）

設置点灯：1910（明治43）年5月10日
高　　さ：11m（海面から灯火まで101m）
光達距離：19.5海里（約36km）

灯台の要目
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2022
（令和４年）

　細島灯台は、1910（明治43）年に建設され、その後、1941（昭和16）年に鉄筋コンクリート
造に改築された灯台です。円筒形の灯塔を建て、灯塔中央上部にバルコニーを廻し、ドーム屋
根の灯室に灯籠を載せています。半円アーチ状に突出した出入口やバルコニーの大きな三角形
の持送りなど昭和期流行の意匠を用いる貴重な灯台です。平成31年に登録有形文化財に登録
されています。

29 302827

角島灯台（山口県下関市）

犬吠埼灯台
（千葉県銚子市）

菅島灯台（三重県鳥羽市）

尻屋埼灯台（青森県下北郡東通村）

部埼灯台（福岡県北九州市）

安乗埼灯台（三重県志摩市）

鞍埼灯台（宮崎県日南市）

犬吠埼灯台（千葉県銚子市）

大王埼灯台（三重県志摩市）

都井岬灯台（宮崎県串間市）

御前埼灯台（静岡県御前崎市）

佐田岬灯台（愛媛県西宇和郡伊方町）

細島灯台（宮崎県日向市）

日本の灯台  ２０２２
～有形文化財（建造物）の灯台～

販売価格 600円（税込）（送料・振込手数料 実費）

　　★会員の方には １部贈呈致します

公益社団法人　燈光会
〒105-0003 東京都港区西新橋 １ 丁目14番 ９ 号  西新橋ビル 3F
 TEL（03）3501－1054　　FAX（03）3507－0727
Ｅメール： info@tokokai.org
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